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年報刊行 に 当 り て

今回東京都立衛生研究所年報を編輯刊行するととが出来て心中ひそかに喜びを禁じ得ない。此

の年報刊行は概ねさたの 3点を目的とした、即ち

第1は、東京都立衛生研究所発足以来1ヶ年の経過を総括するととである。

従来東京都に存在した6つの衛生検査機闘を統合して新らたに東京都立衛生研究所を設置し？と

ζ とは誠に劃期的な事実であっても共の第 1年の経過を記述して遣すことは都並に衛生局として

も亦本研究所としても決して無意義な事ではない。実に本研究所歴史の第1頁である。

第21亡は、本研究所の歩んで、来た 1年を振りかえって観祭し、検討して研究所の今後の歩みを

定める資料とすることである。木研究所の機構、運営、仕事の内容等Kは、今後改良す弓き点が

少くないと思われる。年報によってそれらの点を一昨のうちに眺め、冷厳な検討を加えるととは

研究所将来の発展K極めて重要な役割を演やるものである。

第3i亡は、東京都立衛生研究所の過去1年を赤裸々に述べて各方面え紹介し、殊K既設、未設

の地方衛生研究所運営えの参考資料とすることである。

本研究所にも幾多の美点や欠点があるであろう。之を遠慮なくさらけ出して世の批判K訴える

ことは、吾ノ々としては少し気にかかることである。然しそれを敢てする所以はイ可等かt止を益する

ものがあるのではないかと思うからである。

以上のような目的を達するためには、出来るだけ精密に記載するととが望ましいのであるが、

種々の事情に依ってそれが実現されなかった。共の事情の大きた一つには本研究所の事業月報の

刊行がある。即ち之との重複を出来るだけ防いだために或部分に於いては相当の省略を見ている

のである。然し此の年報が本研究所の最初のものであるためK一部に於いては己むを得宇重復し

ている点もある。

兎に角本年報刊行が共の目的の一部をでも遼することが出来て、イ可かの殺に立ち得れば、幸であ

る。
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第一章序 説

東京都立衛生研究所は、東京都l℃於ける公衆衛生の向上、及び、増進l℃寄興ずるため、昭和24年

3月5日K設立され、細菌学的血清学的検査、環境及び栄養の調査研究、水質検査、飲食物検査

化学的検査、獣疫検査、各種ワクチン、薬品、乾燥血紫の製造等の業務を、都民の依頼に臆じ或

いは防疫行政上積極的に遂行しているO

当所は後述の如く 6機関を統合L、業務の重複している点を整理し人的、物的内容を充実しま

すますその機能を発部す可く努力している。

東京都民於ける衛生検査研究機関としては、従来より衛生試験所（明治35年設置〉衛生検査所

（明治39年設置入細菌検査所（明治39年設置入獣疫検査所（明治41年設置入製薬研究所（昭和21

年設置入血築研究所（昭和21年設置〉の6機関があって夫々実績を挙げていたが、業務の重複し

ている点が多々あれ平くからその統一が希望されていた。

昭和22年厚生省より全園都道府将、lて対し、「衛生機関の統合花関L地方衛生研究所設置要綱案」

が通達され、類似機関整備統合の機運は漸く高まって来た。昭和23年夏、米弟－八軍々政部当局者

が各施設を硯察した結果、東京都に於ける衛生機関統合に関する指令が発せられ、 10月14目前記

厚生省案を基本として統合試案の作成K着手した。

かくて厚生省案に基き10月20日、衛生局統合試案を作成L、之をめぐって活発な討議が続き12

月4日最絡案を決定し、以後発足の準備が念逮lて進められ、昭和24年3月5日東京都保令第22号

を以ても東京都立衛生研究所が設置されたのである。

衛生研究所統合による新旧業務の比較は、別表の通りである。
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第二章 機構及び事業の概要

I機 構

本研究所は、所長の下K総務部、細菌部、生活衛生：郎、食品獣医部、化学検査部、製薬部の6

部よりたれその細部の組織、担当業務の概要及び配置人員は別表の通りである。

職員配置表く昭25。2。1現在〉

所長新井養 老 ｜ 職 名

主 技 主 技 用

術技助手

ご［： 作 1余

作臨時業員i 計

Z仁Ll 

音日 名 辞〈 名 事 師 事 自H 務 業 杏

f；二！ （斗 （三） （：：＝今 補相補嬬 £~1 上仁三コl E芭ニ三ョl 員

総 務剖総務課I31 11 31 11 6: I l I si 2: I 2i I I I I I ；~ 
川問主事経理課 I11 I 6¥ 1f 41 1! I I 5/ I I :i I I I I I 品

｜庶務室 II I 11 21 41 I 2: I 11 3J I 11 I 6; I I 20 
微生物課 l1 1¥ 11 41 11 ¥ 14/ I I I 51 l 11判 4!146 

細菌部 寄生虫課 II 11 I 11 I I 1! I I I 11 I 21 I I I I 6 
川路技師

ワグチシ課｜ I I 2/ 41 I I 2/ I I I 2/ 1/ 2/ 11 1 11 / 15 
160 

築課II 11 I 11 I I 1°! 31 I I 61 1! 11 I I I I 23 
~~~~IS；！出~1/r~ I I 1! 2111! 21 I 91 I I 11 4l I 6/ i 1川／5o 

生活衛生部 ~去五 I -1 21 I ~， I I 31 l l r r「日－1I I 9 31 近藤技師

質課lI 3[ I 31 I I 3/ I I I 41 11 I I I ! / 14 

諜 II 2/ I 5/ I I 5/ I I I I 11 I I I I I 1;1 
食品獣底部 製 品 課 I 11 I sl I I I I I I I I I I I I 31 42 
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化学検査部
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ft 三r1ムトI 

II 予算

昭和24年度の予算は次の通りである。
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昭和 24年度予算概要

！・総括

2. 

I ｜第一攻泊 j災害；昌加｜第二弐泊；且加更 E
科 目 1当初予算額｜加予算額 j予算額 l加予算額李首額

I I 円 l fl! I 円 ｜円I fl! 

経［都聴費 I 39,146,869[ 422,11引 -I -i 39,568,986 

1保健衛生費； 41,678,2751 5,133,18列 -I 3,826,1111 50,637,573 

1災害齢措置費 1 -i -I 320,6561 -I 削 56

費［ 計 I s慨 1刊山州 附岡弘826,1111 卯，527,215

特（使用料及手数料｜ 2問叫 4,885,815! -1 i 

定 （閤庫支出金； 丸723

財（雑 j股入 I 19,875,1551 1臼，0001 一； ，（ 

源！計 I 4山州仰，吋 一i 3,630 

差引都費負担額｜ 叩 80,1 8附 sJ 附 561 悶6,11:

年度当初の各事業所別予算：

目 l 制菌検（血築研｜衛生試 i 衛生機 l 甑峨 i 製薬研 1~ 三査所費究所費！？議所〆査所目査所費｜究所暫｜口

経 l 都聴費 112,8必，3~： 4，却9,9」I7,957,9ぷi…「 1,499

保健儲生費 I21,10 科似7,160/ 山

費 l 計 l仰4,549,7 14,387, 

｜使肌刊和［・ I 2山 ooi 一！ 8悶 一l一（叫 26,9必，74

閤庫支出金！丸72

雑牧入 I3,024,0001 11,2os,ooοi 一i 一； 560,000' 5，侃3,155119,875,15 

源｜計 131,82仇601

5 

差引都費負担額 I2,723,1 仰，吋 8,749,0151 4,057，吋仰仰；附2,424131,280’13 9 

A 都瞬 、費

科 目 ｜当初予算額｜第一矧加予算額｜迫加更E予算額 i備 考

都 聴 費 （ 39,1 

l戸苧l一？仏，：46

l職員粉 l 22,90 4[ 一（ ;41 

諸手当 i 15,946,71到 294,461! 16,241,176 

肢費！ 202,80副 121,6801 324,480 

需用費！ 94’6801 5,9761 100,656 
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B 保蝕－衛生費

科 目 ｜当初予算：額｜詰予益義｜京＝奈毒｜準力F語｜備 考

保 健儲生費｜ ω

（衛生研究 所 費 I41’6 75: 丸13

細 菌 i疲査費 i i 偲 （ 
血緊研究費 i 9,927,160 44,316' 695,750' 10,667,22 6 

；儒生試‘捌i議査費 l 2,978,199' 2,930,748 485,541i 6,394,488 

！獣疫 機査費 1 969,415; 196,308 550,720: 1,716,443 

c 災害臆急：措置費

川
』
1

eJan

－av 
目 既定予算額｜沼加予算額 備 考

冠水地井戸i命7k費
災害復旧費

災害醸念措置費

保健衛生嬰

3. 

I ｜第一実泊 i第二弐；且｜温加更 IEI 
科 iヨ ｜当初予算額｜加予算絹｜加予算：額 l予算伺 i備 考

使用料及手数料 i矧 46,7 l~I 4,885点品｜ 幻 00 61 叩

［手 l 数和I・ j 26,946,7~ 側8151 山サ 3型
衛生試験手数料｜ 825,8851 2,408,6851 → 3,234,570 
製薬研究手数料 1 41,3641 28,2101 寸 69,574 

細菌検査手数料｜ 26,079,sooJ 2,448,9201 2,300,0001 30,828,420 

閤庫支出金 I 2,723,1011 A 381,0791 －｜仰，022

闘庫負担金｜ 丸723,1011 b. 381多貯91 一｜ 仰 ρ2 2 

｜富農宮詰塁｜ 丸72 11 b. 381,0 一｜ 制 2,02

雑 股 入 ｜附

物品費抑代金 l四，8叩

生産品費挽代金｜ 3,584,0001 163,0001 630,0001 4,377,oo 0 

保存血紫費掛代金｜ 11,208,0001 一｜ 100,0001 11,9os,ooo, 

i ｜医薬品費梯代金｜ 5,083’155J 一｜ 一｜ 5,083,1問51 
歳 入合計 i仰 5,0051ι667 61 抑

III 諸規程

1. 東京都立衛生研究所僚がIJ

第1僚 東京都vc:;Jなける公衆衛生の向上及び増進陀寄興するため東京都立衛生研究所（以下所と

いう〉を東京都新宿区百人町4丁目 539番地K設置する。

一守 一



所は概ねEすくの事項を挙る。

1.細菌学的及び血清学的検査に関する ζ と

2.環境衛生の調査研究K関するとと

3.栄養の調査研究に関するとと

4.飲食物等の検査に関するとと

5.獣疫検査に関するとと

6.陸薬品、毒物劇物等の化学検査K関するとと

7.薬用資源の調査研究K関するとと

8. 水質検査に関するとと

9. ワクチンその他予防液、薬品、輸血用保存血築等の製造及び研究K関するとと

10. その他保健衛生に関する試験、研究及び調盗に関するとと

第 211保木都居住者はとの僚例の規定Kより衛生K関する試験、検査、鑑定、検査済封械、調査

研究の依願のため所を利用し、叉は製品の費抑をうけるととができるO

知事は特別の事由があると認めるときは木都居住者以外のものの依頼K臆じ叉は製品の費抑

を紅すととができる。

第3依 前僚の依頼をな仁、叉は製品の寅:Jijf｝を求める者に対し芸大の範閉内K沿いて手数料（地方

公共国体手数料令K基く規則忙より都が定めるものを除く）叉は費i•Jlj品代金を徴収する。イ旦し

急：速lモ施行を必要とするものは、その三倍額以内の手数料を、特別の費用を要するものはその

実費を徴収するととができる。

手数料

1. 試験検査手数料 1件 5,000円

2. 鑑定、調査も研究手数料

実費を基準として知事が定める額

3. 文書手数料 1件 200円

但し、宇裁1葉につき201司としての算出額が1件 200円を超えるものはその算出額K

よる。

寅梯品代金

実費を基準として知事が定める額

前項の手数料は知事が予防上の措置として行う検査Kついては ζれを徴牧しない。

連合図軍vcJ岳怖されている日本人に対する試験検査手数料は、祉会保険診療報酬点数表Kよ

り算出した金額以内を徴牧しも寅もrJI}品代金は知事が31JK定める額とする。

；第 4~康手数料又は寅挽I弘代金は、その都度ζれを納付しなければ紅ら広い。但しも知事が貧困

その他特別の事由ありと認めたものに対しては、手数料叉は寅梯品代金の減兎、後納叉は分納

を認めるととができる。

第5僚依頼者はも所から貸輿された器具等を故伝く滅失叉は段損したときは、その損害を賠償
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しなければならない。

第6fl康 との｛康例施行について必要な事項は、知事がとれを定める。

flit flll 

との｛康例は、公布の日から、とれを施行する。

昭和21年7月東京都僚例第58号東京都細菌検査所移博保例及び同年7月東京都保例第21号東京

都細菌検査所使用保例、昭和21年12月東京都保例第52号東京都衛生試験所使用保例、昭和22年

12月東京都保例第109号東京都立製薬研究所使用保例はとれを廃止する。

2, 東京都立衛生研究所処務規程

第 1fl康 東京都立衛生研究所（以下所という）にさたの職員を置く。

所

部長

課長

主事

技師

前項の外必要なi職員を置くことができる。

第2僚所長は 1級叉は 2級の技術吏員を以ってこれK充てる。

部長は 2級の事務吏員叉は 2級の技術吏員を以ってとれに充てる。課長は 2級の事．務吏員たる

主事叉は 2級の技術吏員たる技師を以ってとれに充てるO 主事、技師及びその他の職員は衛生

局員の中から衛生局長がとれを配属する。

第3僚所長は衛生局長の命を受けて所務を統理し、所員を指揮監督する。部長は所長の命を受

けて所の事務を分掌し、所属職員を指揮監督する。課長は部長の命を受けて音f）の事．務を分掌す

る。所員は上司の命を受けて所務K従事する。

第4候所l'C.::3たの部、課を置く。

総務部 総務課、経理課

細菌部 微生物課、寄生虫課、ワクチン課、血築課

生活衛生部 環境課、栄養謀、水質謀、

食品獣医部 食品課、製品課、獣医衛生課

化学検査部

製薬部

医薬品課、麻薬化粧品課、衛生用品課

資源、課、製薬課

第 5~条 各部の事務分掌はさたの通りである。

総務部

1. 所の庶務、文書及び、人事に関するとと

2. 所の予算及び経理lて関するとと

3. 製品の梯出に関するとと

4. 他の部l'C}i諾したいとと
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細菌部

1. 細菌学的検査に関するとと

2. 寄生虫病検査K関するとと

3. 血清学的検査に関するとと

4. 輸血保存血衆の製造及び研究に関するとと

5. ワクチン類製造に関する ζ と

6. そ族、昆虫の検査に関すること

生活衛生部

1. 環境衛生の調査研究に関するとと

2. 栄養の調査研究l℃関するとと

3. 水質検査に関するとと

4. 温泉の検査に関する ζ と

食品獣陸部

1. 飲食物の検査に関すること

2. 食中毒の検査に関するとと

3. 製品検査に関すとと

4. 飲食器、調理器具等の検査に関するとと

5. 狂犬病その他獣疫検査に関するとと

6. 竿L肉検査に関するとと

7. 獣疫予防剤の製造に関するとと

化学検査部

1. 医薬品、化粧品及び衛生材料の検査に関するとと

2. 毒物、劇物の検杢K関するとと

3. 薬品中毒の化学検査に関するとと

4. イli~の部κ属しない化学検査lモ関するとと

製 薬部

1. 薬用資源の調査研究に関するとと

2. 薬品の製造及び研究K関するとと

第6保各課の事務分掌は弐の通りである。

総 務部

総務課

1. 所の文書の受発に関するとと

2. 所の人事に関するとと

3. 公印の管守K関する ζ と

4. 所内1U~.部課に属しないζ と
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経 理 課

1. 所の予算及び決算に関するとと

2. 物品の調達及び工事その他の契約に関する ζ と

3. 製品の割Ii下その他の処分に関するとと

細 菌 部

微生物課

1. 各種停染病原菌、食中毒菌の検査並びに診定に関すること

2. リケツチヤ｛＠グイ－Jレスの検査及び診定K関すること

3. 血清学的反臆検杢に関するとと

4. 泊、毒剤、予防斉IJの効力検査に関すること

5. 衛生細菌学的調査に関すること

6. そ族、昆虫の検査に関するとと

7. 部外他課に属しないこと

寄生虫課

1. 寄生虫の検査及び診定に関すること

2. 原虫の検査及び診定K関すること

ワクチン諜

1. 生物学的製剤jの製造及び保存に関すること

血策課

1. 輸血用保存血疑の製造及保存に関するとと

2. 代用輸血剤の調査研究に関すること

3. 血清等の乾燥製造及び保存K関するとと

生活衛生部

環境課

＠ 

1. 日光、空気、温度、煤煙及び騒音に関するとと

2. 盛介、糞尿その他汚物K関する ζ と

3. 建築及び、衣服衛生l亡関すること

4. その他環境衛生に関するとと

栄養課

1. 栄養の調査研究に関するとと

水質課

1. 水質検査に関するとと

2. 温泉検査に関するとと

食品獣医部

食品諜
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1. 飲食物の試験及び検査に関するとと

2. 食中毒の試験及び、検査に関するとと

製品課

1. 製品検査に関するとと

2. 規格基準検査κ関するとと

3. 飲食器、調理器具等の検査に関するとと

獣医衛生諜

1. 字L肉検査に関すること

2. 毒物、 lまIJ物の試験及び検査に関するとと

3. 薬物中毒の化学試験及び検査に関するとと

麻薬化粧品課

1. 麻薬の試験及び検査に関するとと

2. 化粧品の試験及び1余査に関する ζ と

3. 他部課に属しない化学的試験に関する ζ と

衛生用品課

1. 衛生用品及び、衛生材料の試験及び検査に関するとと

2. 玩具類の検査に関すること

製薬部

資源課

1. 薬用資源の調査研究K関する ζ と

2. 薬用植物の研究に関すること

3. 生薬その他農薬原料の試験K関するとと

4. 部外他課i亡属しないとと

製薬課

1. 試薬類の製造、保存及び研究に関するとと

2. 陸薬品の製造、保存及び研究に関するとと

第7候 所長が不在のときはも総務部長が、総務部長が不在のときは主務部長がその職務を代理

する。

第8修部長が不在のときは、主務の課長がその事務を代決する。

第 9~保 第71！康及び第8僚の規定により代理叉は代決した事項のうち重要なものについては、上

司lて報告しなければ、ならない。

第lOfl康 所長は別に定めるものを除いてはもきたに掲げる事項を専決するととができる。

1. 所務に関して所員に 3日以内の出張を命す＝る’ζ と

2. 所員に超過勤務を命守ること

3. 所員K休暇司欠勤及び旅行を許否し叉は忌引出勤を命宇るとと
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4. 所員の進退、 J~t罰 lモ関して具申するとと

5. ）夜fJitf員の進退、賞罰忙関するとと

6. 処務利II日lj及宿直心得を定める ζ と

7. その他定例ある事項で、軽易たもの

前項第5号及び、第6号の事項に関しては、施行後直に衛生局長に報告しむ、ければ、たらない。

第11候 所長は毎年5月末日迄に前年度の事業成績を衛生局長に報告したければならない。

第12~康所の昔f)1'C弐の通り出張所を置く。

東京都立衛生研究所 細菌部

/! 

か

II 

II 

I/ 

八王子出張所

三河島 I! 

駒込 か

豊島 ル

豊多摩か

荏原 グ

力 木所か

食品獣医官［） 大島 か

第13僚 出張所に出張所長を置く、出張所長は衛生局長の承認を得て所員の中から所長がとれを

命守る。

出張所長は上司の命を承けて出張所の業務を掌理し所属職員を指揮監督する。

出張所職員は所員の中からも所長がとれを配属する。

出張所職員は上司の命をうけて所務に従事する。

第14僚 出張所長はきたの事項を専決する。

1. 出張所の職員K管内の出張を命守るとと

2. 出張所の職員K超過勤務を命やるとと

第15僚 出張所長に事故のあるときは、上席の職員がその職務を代理する。

第16僚 出張所長はJjljl'C定めるものの外毎月 5日迄K前月の事業成績を部長K報告しなければ、な

らたい。

第17僚 との規程に定めるものの外は者13臆中処務規則を準用する。

附見IJ

昭和18年7月東京都訓令甲第46号東京都衛生試験所処務規程、昭和21年6月東京都訓令甲第152

号、東京都血築研究所処務規程、昭和21年11月東京都訓令甲第246号東京都細菌検査所処務規

程、昭和22年12月東京都訓令甲第176号東京都立大島乳肉検査研究所処務規程、昭和23年1月

東京都訓令甲第8号東京都獣疫検査所処務規程及び昭和23年2月東京都訪If令甲第30号東京都立

製薬研究所処務規程はもとれを廃止する。

5. 東京都立衛生研究所僚例焔行規則

東京都規則j第34号
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東京都立衛生研究所僚例施行規則を弐のように定める。

昭和24年3月5日

東京都知事． 安 井 誠 一 郎

第H康 東京都立衛生研究所僚例（以下僚例という〉第2僚の規定による試験検査、鑑定、検査

済封紙、調査研究の依積叉は製品の賓梯の申請は衛生研究所長（以下所長という〉にしなけれ

ば、なら友い。

第 211康 前僚の依頼叉は申請であってもさ売の場合には、とれに臆じないととがある。

1 試験、検査、鑑定、調査、研究等の慎値がたいと認めたとき

2 事務の都合によるとき

第 311康第1僚の依頼は第4僚別表lて定めある場合を除くの外所長の指定する量の供試品を提出

したければ、ならない。

供試品は ζれを；墨付しない。但し、依頼の際予め申出があったものは残品があった場合に限り

とれを還付する。

所長は試験、検査、鑑定、調査研究等の絡了後検査書、鑑定書叉は証明書を交付する。イ旦し、

その必要がないと認めたときは交付したい。

検査書、鑑定書、叉は証明書の謄木若しくは翻訳文は申請によりとれを交付する。

第 411康 俊例第 3 僚の規定による手数料及び、費梯品代金は芸大の各号K定める場合を除く外~IJ表の

通り定める。

1 念速に施行を必要とするものの場合は、各々別表の3倍額以内で所長が定める額

2 f資格の急：騰によって所要の薬品、物品、動植物等ゎ原慣が所定の手数料の額を超える場合

叉は特別の費用を要する場合はその実費を基準として所長が定める額

3 職員の出張を申請する場合は、本都所定の放費及び、用具の運搬費その他の実費を基として

所長が定める額

前項の規定K該当しないものについては、それぞれその類似項目の額を基準として所長がと

れを定める。

第 5僚手数料及び賢明；品代金は依頼叉は申請の際所長がとれを徴牧する。

前｛康第3号の実費は予約させ、依煩事務格了後精算して過不足あるときは、とれをi墨付叉は追

徴する。

第611康 ｛康例第4四｛康但し書の規定により貧困のため手数料叉は賓羽i；品代金の減菟を受けようと

する者は、手数料費抑品代金兎除減額申請書（第1号様式、区市町村長叉はこれに準やる者の

証明書添付を要する）を提出し、所長の承認をうけなければたらない。

官公署及び、公共国体からの依額又は申請が公益上必要と認めた場合は、所長は手数料叉は賓持

品代金を減額し叉は菟除することができる。

前項に定めるものの外第411廉別表試験検査手数料中 1ないし 3にして偉染病予防上必要なもの

については、闇体（50件以上）の申込に限り共の通り減額し、 ζれを後納せしめる ζ とができ
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る。

1 手数料

500件未満の場合

1,000件未満の場合

1,000件以上の場合

1割以内減額

3割以内減額

5割以内減額

第7保虚偽の申立により手数料又は費抑品代金の減兎を受けたものからはもその徴牧すべき手

数料叉は買担11品代金を追徴する。

第811康保例第3保第2項の予防上の措置として行う検査とは、本都の衛生官吏、衛生吏員、検

疫役員、停染病予防委員等が予防上必要と認めて依頼した検査をいう。

第9僚 との規則j!tC:よって試験、検査、鑑定、調査叉は研究等をうけたものについて庚告、掲示

印刷物又は容器、匂紙等に東京都立衛生研究所（以下所という）の保証叉は試験済その他これ

らに類する文字を使用しようとする場合は、予め所長の承認をうけ、且つ検査書、鑑定書叉は

証明書等の全文を表示しなければ、ならない。但し、所の封械を施したものは、 ζの限りでたい。

第10僚 との規則施行上必要1工事．項は別にこれを定める。

]:HJ 

附 日 ｜ ！

との規則は、｛康例施行の日から施行する。

昭和21年7月東京都規則第29号東京都細菌検査所使用保例施行細則、昭和21年12月東京都規則

第53号東京都衛生試験所使用保例施行規則及び昭和22年12月東京都規則第135号東京都立製薬

研究所使用保例施行細則は、とれを廃止する。

乙の規則施行の際従前の規定により保護叉は試験済その他ζれらに類する文字の使用の承認を

うけたものについては、第9僚による所長の承認をうけたものとみなす。

表

第1 手数料

試験検査手数料

1 血清学的検査

1. ウイダ~；レ反膝 1件

2. ワイルフエリツクス反膝 1件

3. ワツセノレマン反臆検査 1件

4. その他血清学的検査 1件

2 細菌学的顕微鏡検査 1件

3 細菌学的培養検査 1件

4 動物実験

実費を基準として所長が定める額

5 環境衛生試験

1. 室内温度保件l℃関するもの
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25円

25円

80円

80円

20円

120円



(1) 気温、気j籍、気流、稲射熱の測定 1件 30円

(2) 冷却率、感覚、温度の測定 1件 30円

2. 照明測定 1件 50円

3.紫外線測定 1件 60円

4. 騒音測定 It牛 60円

5.撞挨検査

(l) 麗挨粒子の大きさ 1件 80円

(2) 塵挨粒子の数 1件 80円

(3）塵挨の種類 1件 80円

6.空気イオン測定 1件 150円

7. 炭酸ガス定量 1件 100円

8. 一酸化茨素定量 1件 150円

9.被服材料の検査

(1）表面重、比重、合気重 1件 70円

(2) ｜汲漁性並びに放漁性 It牛 70円

(3) 合水量並び、(ICI汲水量 1件 70刊

(4）保 温性 1件 50円

(5） 汚 染性 1件 50円

10. ビルデイング、工場、事務所、店舗、校舎、アパ｛ト、住居の環境衛生的検査

1件 2,000円以内

で坪数、構造その他を考慮し所長がζれを定める。

6.飲食物、晴好品及び飲食用器具試験検査

1.酒類、醤tdl及び、清涼飲料水類2「リットル」以上

乳汁類1「リットル j以上、その他の食料品類500「グラムJ以上

定性分析 1件 300円

1成分以上を指定し試験を依頼する場合

1成分に付 100円

定量分析 1件 1.500円

1成分以上を指定し試験を依頼する場合

1成分l℃付 250円

2. 学L汁類の脂肪比重測定（加工品を除く〉

500立方「センチメ｛トル」以上 1件 100円

3. 飲食物叉は晴好品中防腐剤、人工甘味質、人工着色料叉は有害金属有無試験

1「リットノレ」叉は 300「グラムJ以上 1件 300円

1成分以上を指定し試験を依頼する場合は 1成分を増す毎に

1成分に付 100円
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4. 酒精性飲料中「メチ~；レアノレコ － JレJ 含量、比重「アルゴ － Jレパ｛セント J

500「グラムJ以上

5. 上七重測定

6. 膨剤の衛生上害苫試i

7. 肉類の鑑別

1件

1f牛

1件

1件

400円以内

50円

300円

100円

8. 人工甘味質の衛生上害否試験 1件 500円以内

9. 保健食、病人食その他の献立表作成(1日分、材料を要しない場合）

1f牛 100円

10. 着色料の衛生上害否試験 1件 500円

11. 飲食、調理用器具類の衛誌上害否試験 1件 lOOP~ 

7.規格適否試験

1. 合成調味料

2. 合成着色料

3. 合成保存料

4.合成漂白料

5. 合成膨脹剤原料

6. 器具及び容器包装

7. 飲料牛乳及び乳製品

8.清涼飲料水及保存飲料水

9. 泣く

10.共の他

8.水質試験

1. ぇk

定性分析H リットル」以上

1試料に付

// 

II 

/! 

// 

/! 

// 

// 

// 

1成分を指定し試験を依頼する場合

1「リットル」以上

定量分析10「リットルJ以上

1成分を指定し試験を依頼する場合

2「リットルj以上

2. 井水飲用j直否試験2「リットノレJ以上

現場調査を要する場合は五十円増とする。

3. 水道水試験2「リットルJ以上

4. 工業用水試験2「リットルJ以上

5.下水叉は排水試験3「リットル」以上

6. 水中細菌試験又は水中微生物試験
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1件

700円

850円

300円

350円

200円

60円

500円

300円

100円

1成分K付

1件

1成分K付

1件

1f牛

1件

1件

1 ·f~二

700円

100円

3,000円

・200円

150同

200円

300円

1,500円

150円



7.電解法による定量分析3「リットル」以上 1件 600円

9.鉱泉及温泉

1.療養温泉趨否試験2「リットルJ以上 1件 500円

2. 定性分析2「リットル」以上 1成分に付 60円

3. 定量分析 2rリットルj以上 1成分に付 100円

4. 定性分析6「リットル」以上 1件 600円

5. 定量分析10「リットル」以上 1件 5,000円

10. 医薬品及び、衛生材料

1. 局方適否試験 1件 1,000円

但し小分を伴う試験は小分2口以上の場合小分1口毎l'C100円増とする0

2. 定性分析 1件 500円

1成分以上乞指定し試験を依頼する場合首位の 1成分l1C付 100円、共位以下の成分に

つき50円

3. 定量分析 1件 1,000円

1成分以上を指定し試験を依頼する場合首位の 1成分lモ付200円、三大位以下の 1成分

につき 100円

11.化粧品

1. 化粧品の定性分析

1件 300円

irリットルj叉は 300「グラムj以上 H牛 500円

1成分以上を指定し試験を依頼する場合

首位の 1成分l1iこ付 100同

三大位以下の 1成分K付 50円

2. 化粧品の定量分析

1「リットル］叉は 300「グラムj以上 H牛 1.000円

1成分以上を指定し試験を依煩する場合

首位の 1成分K付 200円

共位以下の 1成分に付 100円

3. 化粧品の有害金属有無試験 1件 500同

1成分以上を指定し試験を依頼する場合

12.瓦斯

1. 定性分析

2. 定量分析

3.発生試験

首位の 1成分K付 100円

三大位以下の 1成分K付 50円

1成分忙付

1成分K付

1件

- 1R-

300向

400同

500円



13. 油脂、 rr段、精油及鉱油類

1. 酸債試験 1件 60円

2. 沃度償、鹸化債試験 1件 100同

3. 合最試験1fキロギラムj以上 1件 500円

4. 比重、副！点、沸点、引火点の試験 1件 10011] 

14.「ラヂウムヱマナチオンJ検査叉はとれに類似するもの 5「リットルJ以上叉は 1「キロ

グラムJ以上 1件 2,000円

15.泊毒剤、殺虫剤、泊、毒器具機械等の効力試験叉は ζれに類似するもの

1件 150円

16.製薬原料試験

1. 定性分析

2. 定量分析

3. 比輩、融点、沸点の試験

4.酸憤沃度債鹸化債の試験

5.精油の合量試験

6.水分の試験

7. t足分、エキスの試験

8. アルコ~；レ類の試験

17.生薬の鑑別試験

1. 顕微鏡的検査、
｜各簡易たもの

2. 化学的検査〉
｜ 複雑訟もの

3. 局方適否試験／

18.製造試験

1. チンキ、エキス製造試験

2. 丸剤、錠剤、製法試験

3.膏剤、製造試験

4. 注射薬製造試験

第2.鑑定、調査、研究手数料

1成分lて付

1成分に付

1件

1件

1件

1件

1件

1件

1件

1件

試験検査手数料を基準として所長がとれを定める額

第3.封械小分手数料

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円

100円

500円

1,000円

1.000円

1,000円

1,000円

1. 薬品叉は日書好品その他の小分、東京都立衛生研究所叉は厚生省、街生試験所の試験を経た

もの陀限る

10個までに小分するものは 1口と L 100円

11個以上 100個までは10個叉はその端数を増す毎K 50円

100個以上 1,00011filまでは 100個叉はその端数を増す毎K 30円
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1,QOl個以上は 1,000個叉はその端数を増す毎に

2. 検査済封械

20円

第 1号紙から第7号紙までもその傑式は日ul'C定める各25枚を 1口として弐の区日ljによる。

但し25枚未満の端数は25枚として計算する。

第 1号紙から第5号紙まで 1口 15円

第 6号紙から第7号紙まで 1口 30円

第 4 文書手数料

規則j第3保第3項の規定によるものの内、謄本、翻訳文の手数料

1. 謄本 1件 50円

2. 萄rn 訳文 1件 200円

第5.費抑品代金

1. 1農汁培養基 111百！ 40円

2. 各種予防液

1. 腸「チフスj「パラチフスj混合ワクチン 50cc 

2. コレラワクチン 50cc 

3. ヂフテリアアナトキシン 20cc 

4. 百日咳ワクチン 20cc 

5. 動物用狂犬病予防液 100c:G 

3. その他の製品

実費を基準として73Ul'C定める額

4. 共の他

東京都思給｛康例

不建康業務加算

1瓶

// 

// 

／／ 

ff 

90円

120円

90円

80円

900円

第21僚都の公務員がその！職務で不健康なる業務に引き続き 6月以上服務したときは、その期間

の1月につき宇月を加算する。

2. 前項の規定による不健康の業務とは、有毒の耳斯若しくは蒸気叉は危険たる細菌の研究叉

は製造に直接iic従事する日iJ表に掲げ、る勤務をいう。

3. 前項に規定する業務に従事中引き続き30日以上服務したいときは、全く服務しない月に対

しては不健康業務のかi算をしない。

（加算の方法〉

第22{1康 前僚の規定Kより附する加算年は在職年の計算1：κっき実在職年lモ従としてとれを算入す

る。

2. 力n算年を附すべき基礎在職年は、 －11n算事由の生じた月からとれを起算し、その事由の止ん

だ月で最多る。
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加算別表

1. 有害毒の瓦斯若しくは蒸気の研究又は製造に直接従事する勤務

際 名 ロ↑
zr i
 

業 V') f;!';I. 
4勿

？

h
 

衛生検査所
場素「シアンj「プオスゲンj芳香礎「アミドj化合物、 I出荷酸、燐化水

素、 Ii市f[：水素手の有議瓦j析を多量に発生し又は使用する研究室又は作業室

2. 危険たる細菌の研究叉は製造K直接従事する勤務

臆 名 作 業 の 4選 ヱ
日
同

時
命
大

出IH 菌除査所
「コレラj、腸「ナ 7スJIパラチフスj、発疹「チフスJIペストJI流行性脳脊

髄！限発J「赤：附JJ「紅犬病JI茨J立J「鼻症jの奇病源休の研究並びに除菌作業

東京都保健衛生業務従事者特殊勤務手当支給規程

第H条中［特別勤務手当」を［特殊勤務手当Jvc改める。

別表を芸大のまうに改める。

（日lj 表）

種別｜ 支 出合 4括 回 ｜手当額

イ）便担十｜車寄養生生虫病産附診究療所民院； ｜勤務者 E常時刷業務に従事する者 I 1日 30円

育院属病

（不司潔手JごI・ I童保養育も院乍附健病属ま病院監所 物務書務匝品員jj、の者消で看常護毒時婦処同、分部保業の健務襲に診及従介び事補百r業る抗務作生病業に従病員毒事叉汚はず染問る I ム1は口口 15円

付）愚者の治療看護、病原菌i会査、 i白霞病舎内
清掃に従事する者

第 1種 I （吋除菌、菌培養、ワグチシ製語、病霞汚染物
患者死者又は病嵩 i 品の泊君主、洗服、病原菌感染動物の処分等
汚染物品に常時接｜ に従事する者 I i日 Ii日 I1日
近ずる業務に従事｜（内患者泊雷、患者死者の職語、病毒汚染物品 I I 1 

I する者 ！ の泊雷等に従事する者 I so円 I35円 I25円
I （ニ）偉染病発生の患家其の他に臨み患者死者の I I I 
i 機診除染に従事する者 I I I 

付）常に病舎内く所謂有薗部〉にあり受付物品
の直接受授等事務又は監督指塑に従事する
者

加）事務処盟のため除菌、臨培養、ワクチン製
浩場に出入する者

内病舎内の施設の主主修後工事病器汚染物品の
処理、病毒汚染器の修覆調整等に従事する I 2s円 I2s円 I20円

Jとして停染病患者死者発生の患家其の他
に臨み険診捻案の補助検査材料の探取等に
従事する者

協3t選 i Lイ）随時停染病予防施設発生患家その他に臨み目 白 ’ 

愚者死者又は病者.1 検診の補助検査材料の探取、防疫措置の監 I I E二：1I 1日 Ii日
汚染物j品に随時接！ 督指導等に従事する者 ｜ ｜ ｜ 
廷する業務に従軍（（ロ）事務又は雑務に従事し第u重及び第2f話に I 25円 I20円 I15円
する者 ｜ 属しない者

仁） ｜保 健 所；結按病棟常時勤務者、その他結按専従職員で
結核接触｜小児結核保護所｜ ' I El 15円

ア三一J~i~門店開？？？？！？町内北？？子 一一一一一一一 一｜

(J¥) 

停染病接｜第2種
角＇I！手当 ｜ 患者死者又は病毒

汚染物j品に健三夫接
近する業務に従事
する者

1日 II日 I1日
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巡回指導｜保
手当

健 1日 20円
--' 保健衛生の巡回指導に従事する保健婦〈保健
仁1十r ! 

一l 婦を補助する看護婦を含む〉

（寸 ', j勤務者で消毒密閉した無菌室内で 1日4時間
無菌室従｜衛生研究所 i
事者手当 l l以上ワクチンの製造作業に従事する者

｜普通 病 院 J（刊 l
レソトゲ｜衛生研 究 所 j勤務者でレシトゲン操作のためレントゲン室

./ l ノ ！保健所 j
y従事手 i ! 
当 ｜養育院 i附属病院 iに常時勤務するもの

1その他医 療 施 設

（つ
会害議事E；衛生研究所
物取扱手；
当 ；養育院 i附属病院

泊器所

（リ） 1普通病院
屍体処置｜停 染病院
手当 ｜楠紳 病 院

養育院
その他l股容医療施設

衛生局公家衛生諜
獣医 衛生係

勤務者で屍体の取扱又はi師会作業に従事する
者

（屍体 1休につき 1回とい手当を受ける）
者の数は 1体につき 4人以内とする ／ 

勤務者で常時又は随時狂犬病の疑あるi受傷犬
の除診に従事する者

解
に
管

体
遺
養

屍
製
飼

の
の
の

犬
液
犬

病
防
積

似
予
接

疑
病
病

め
犬
犬

た
狂
狂

の

、

定
査
扱

鑑
機
取

病
的
の
者

犬
学
護
る

狂
理
定
ず

で
病
国
事

者
び
る
従

務
及
す
に

勤
剖
要
理

所究研L
b
 

従
当

病
手

犬
者

側
粍
事

1日 15円

1日 30円

1日 30円

1 Iヨ 80円

1日 40円

1日 30円

保
附

H'."I（リ）は併給することができる。
考 i(1）例制（ぺ（刊（ヌ）は勤務日誌により確認のと支給することを要する。

付）乃至例及び伏）は、実勤務日数によって支給する。

附 則

との規程中狂犬病従事者手当についてはも昭和24年 8月1日から、その他Kついては、昭和24

年4月1日から？適用する。

IV施設

本研究所の施設は弐の通りである。

敷 I由 建 ！陶 監 表

所 在 士出 i嘉数 延坪数 敷地坪数 j両

新宿区百人町4丁目539 24 

文京区大塚辻町18 3 

世田ヶ用谷賀区町玉2川丁目346 I 5 

32 

要

細菌部
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章一一一第 業 務

I 総務部

1. 総務 課

本課の組織及び

庶 務 班 7名 人 事 ． 班 3名

(1）発足

3月5日本研究所aが発足の際、事務関係、に於ては旧 6機関の人員より編成されたので＼統合の

調査渉外班 7名

l祭の混乱を最小限度('Cfl食い止めるf惑に所員一同努力し、新旧業務の引継ぎを迅速に行い、直ちに

その機能を発揮するに至った。

侶）開所式

旧6検査研究機関が統合されて本研究所が設立された事を関係各方聞に周知！徹底させる矯K、

5月6日開所式を行い、総司令部よりサムス代将マニトフ博士等を初め、衛生各界より関係者を

招待し、本所の業務を紹介した。

(3) 事業月報の創刊

本研究所の機関誌としても本研究所の業務を虞く紹介し、各研究機関との技術を交換しも連絡

を密接にする目的で事業月報を創刊し、以来号を重ねて10号K及んで、いるO

(4) 調査渉外班の設置

問所以来の一般依頼試験は増加の一途を辿りもその業務も繁雑を加えて来？とので＼之K対処す

る矯に従来庶務、会計の一部に於いて行はれていた渉外事務を調査班に移管し、新に調査渉外班

を設置した。

(5) 各種連絡協議会

関東各衛生研究所聞に於ける連絡在強力にするf惑に協議会結成の機運が高まりつつあった際、

当所はその成立に積極的に努力し、第1回会合を当所に於いて挙行し？と。叉全閣協議会結成準備

の矯に連絡斡旋役としてその結成に努力した。叉衛生研究所K法的根拠を輿える震の運動削捺し

て代表として活躍した。

(6）其の他

当所の運営の参考とする矯K埼玉も紳奈川、千葉、山梨の各衛生研究所の硯察K課員をすlj_＼遣し

た。

一般関係各方面よりの見学も日を経るに従って増加し、 21件延539名に遣している。叉24年中

に於ける文書の受発件数は弐の通りである。

文書発議件数 536件

文書牧受件数 653件
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2. 経理課 （要員20名一一一予算班、出納班、用度班〉

I概況

(1) 衛生検査所の移陣。 3月5日衛生研究所が統合設置せられても最初の仕事は、従来警蹴臆

内に在った衛生検査所の研究所内への移縛であった。

(2) 第一弐迅7旧東正予算編成。年度当初の予算を統合し科目更正並K迫力日予算を編成 5月9日

要求書を提出した。

(3) キテー騎風被害復旧。 8月31日キテ｛険風の被害はも細菌部三河島出張所の浸水による被

製薬部構内の塀 195r聞の倒壊等があった外比較的軽微であった。との臆念予算を要求し

た。

(4) 第二弐迫力n予算。細菌部出張所移枠外 6 件の迫力~l予算を編成10月 22 日要求書提出。

(5) 昭和25年度当初予算編成。 11月通達の編成方針によりも各課からの25年度の事業計画Kよ

り12月28日要求書を提出した。

日予 算

(1) 第一きた追加更正予算

都立衛生研究所の昭和24年度当初予算は従来の 6試験研究機関が統合前機関毎に夫々計上

議決せられたものであるので、先づ（1）予算科目を統一更正し、（2）重複事業を整理し予算更正

を危す必要がある、補正予算編成方針Kよれ（3）使用料及手数料並に生産品費抑代金の値上

により税外牧入の積極的増l肢を図り他面物慎改訂に伴う物件費の増額を計上した。猶（4）新規

事業として都民生活上緊念整備を要する血液金庫事業及 ζれに伴う臆合増築費を計上要求し

たが（4）は時期向早の理由に依り否決された。（日lJ表参照〉

(2) キテイ国台風

キテイ担金風の予算を（1）水害地の井戸検7_11(（細菌学的検査並K化学検査）実施経費、（2）衛生

研究所本臆合、細菌部及各出張所、製薬部の建物、その他の修理K要する経費を計上。（別

表参mo

(3) 第二弐迫力r1予算

イ、当所に於ける事業拡張及び施設整備案のため、特定財源を挙げて追加予算を計上する。

1.細菌検査増量処理 2.細菌部出張所移ii等 3. 細菌部受付及び事務室増築 4. 乾燥血

衆製造無菌室設置並！＇ C::自家検定施行 5.衛生研究所本腐、合土地建物質借 6.狂犬病予防

ワクチン増産 7. 試験動物舎新築

ロ 衛生研究所銃定予算を事業運営の必要のため、史正を要求したが更正が承認され紅かっ

た矯流用に依り処理した。（別表参照〉

(4) 昭和25年度当初予算

本年度当初予算は衛生研究所aとLて統一Lた独自の立場で編成したもので、特：K重点を置

いたのは-:j}（の事項である。
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1. 歳入について試験検査件数並に生産品数量は過去の実績によって確実を期した。

2. 牧支等の検査経費は各課から配布を受けていたが試I~~検査手数料として歳入K計上し

た。

3. 歳出については前年度同様事業日lj経費の他研究所運営の事務的経費を新設。

4. 以上の歳入出経費は巌密な原慎計算に基いて諸経費を計上し、歳入との均街を計った

25年当初予算

調工 事

3月5日統合によれ 3月7日内部各室の移博をなしも向12日警視臆内ire在った衛生検査所

の引越、続いて各試験室の実験台其他機械器具の取付、内部塗装、電気、水道、瓦斯各工事．を

施行、統合に伴う工事を完了し、更に本所並K各事業所K亘って増築、改修、共他雑工事を併

せて37件2,726,810円を施行した。

IV 物品調達

細菌部、製薬部の要求物品も一括購入契約を行い。

中型凍結真空乾燥機く800,000円）血築課

東芝電気冷蔵庫（250,000円〉細菌部

細口五号壌（224,000円〉製薬部

共他機械器具、薬品、共他購入件数1,013件16,901,000円、 7月薬務課i℃補給係が設けられも

局内医薬品、屋、理化学機械の購入をすべて行うととになったので、補給｛系を通して 125件

5,100,000円の物品を購入した。

V 製品梯下

品 名 数 Jヨ．
王位

K
L
L
 

，L
一ム 備 考

保存血紫 細菌部血摂課製浩
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1. 微生物課
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本課の業務中、健庚保菌者の検索は、検査さ業務中最も主力の注がれるもののーである。之は進

駐軍mH席者並Viこ特陣営業者等が主な対象とされ、 4月より 12月迄の聞に、 161,424名が槍査され

た。戦前は相当大規模vzこ行われたが、現在は流行｝j犬況を反映して幾分雌伏の裡にある。

叉別に、右同年間に腸管系停染病の注意患者3,936名の血液、尿等から腸「チフスド「パラチ

フスー｜。赤痢等の各病原菌の検査を行った。

「コレラJ関係の検査は 1,042名を算しも此等の中には相当濃厚な疑のある者があって、結果の

祉会的影響の大庁、る事から、其の検査は慎重に行はれたが、幸l'L＿質性「コレラ」患者の決定を見

なかった。

食中毒は 6.7月の候は殆ど連Ell'L貰って続発し、結局年聞に 255件が都公衆衛生課と緊密な連

絡の許K検査された。

性病は戦後の祉会j[犬況と性病予防法の制定を見た事：／青等からして冶共等の内の梅毒の血清学的

検査の如きは、本年は著しく増加し総数 41,829名に及んだ。現在「ワツセルマン」反臆の他に

村田 •KTN の二沈降反騒が併用されて成績の確実が期されている。検査対象は患者の外、 I任帰

結婚予定者等を合み、特に証明書が交付されている。

淋菌は年間 662名で、共の大部分は特殊な婦人であるが、少数は治療目的の者もある。

結核は同じく年間l亡、 1,188名で従来主に顕微鏡検査を求められたが、現在は殆ど全部培養検

査となれ特に集図的健康診断に利用される様になって来た。

「ヴイ－Jレスム「リケツチヤ」系倖染病は何れも都予防諜直接取扱の材料である。而して発疹

「チフス」は年聞に 827件、叉日本脳炎は 336件であって、此等は何れも患者の血液から補体結合

反臆検査が行われた。

流行性脳脊髄膜炎は 268件、「ヂフテリア」は170件で＼検査を通じて特記すべき事はなかった。

此等の諸検査の外、腸「チフス」等の早期診断の魚l亡、謄汁培地を江湖開業医師諸家に提供し、

叉梅毒等特別な検査材料は都内6出張所から自動車来集を行って大塚の本課で処理して都民の便

宜を計っている。

向、三河島出張所に於て鼠体 17,488~1'L就いて「ペスト J 菌検索を行って、海外との交通再開

の暁の図｜際防疫に遺憾無きをJlJjしつ Lある。

昭和24年度K於ける業務成績は別表の通りであるο

2. 寄生虫課

昭和24年4月より 12月迄の聞に於て当課で取扱った検査材料として主なるものは進駐軍関係の

材料であった。之等の進駐軍関係日本人の内娯楽機関に従事する者と直接雇傭されて日常一般の

業務K従事せる者とは毎月 1回検査を繰返して行う事になっている。叉進駐軍）重人として新規に

採用される予定者についても検査を行っている。

上記の毎月繰返す検査件数の内9ヶ月間に於ける検査件数は 90,197名であって検査の結果掘虫

卵の保有者は 12,009名で十二指腸虫は 167名であっても比較的僅少であった。
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I 

き大i亡者f規採用者は 9ヶ月の検査件数は 6,079

名で！畑虫卵保有者は 2,555名であった。向、）京

虫特に赤痢「あめ｛ば_J(j＿）検出も寄生虫検査と

同時K行っているが、陽市！！：者は0.05%であった。

共他一般の依頼、学校、工場等国体l'C対－9る

寄生虫検査を行ったがも主なるものを挙げると

足立区役所より依頼により同区内中、小学校28

校の検査を施行した。

検査人員は 21,300名であった。共の内虫卵を

保有していた者は 11,928名で全体の56%に当っ

ているO との内訳を見ると、 a！回虫が 11,821名で

最も多く、三穴は鞭虫で68名、十二指腸虫は 9名

で僅少で、あった。

叉港区7校の学童 4,000名について検査した

が、虫卵保有者は 2.500名で殆んど畑虫卵が多く鞭虫、十二指腸虫卵の検出は僅少であった。

4月 5 6 ア 8 9 10 11ノ 12

向、一般依頼の固体検査としては日本銀行共他数会祉の依願も受けたが、各祉の保有率は大体

48%前後であった。叉日本洋栽株式会社の依頼により人糞肥料を施さない畑に機培した野菜及共

畑の土壌も検査した。共内容については興味ある検査事項として次に詳述する。

市販の野菜は主として人糞肥料を施したるものであるため、寄生虫卵に汚染せられている場合

が多いので＼進駐軍に納入する野菜については特K化学肥料のみを使用して栽培せるものを用い

-cv、る。

此等を取扱っている日本洋栽株式会祉の依頼により「ト

マトj「セロリ｛」「レタスJ甘藍、胡瓜及び土壊（野菜栽培

畠の土）等の検査を行った。共結果［トマト jは22筒中何

れも寄生虫卵の検出を見なかった。「セロリ｛！は 5株中根

の部分より姻虫卵8簡を検出し葉の部分よりは 2街を検出

した。「レタスJは1株中より畑虫卵S簡を検出し、甘藍及

胡Ji＼は4街中何れも虫卵を見出さなかった。

向右の野菜を栽培した土壌も検査したが検休820瓦中畑

虫卵を60箇検出したが共他の虫卵は見出さなかった。

向昭和24年l'C｝たける業務成績は弐表の通りである。

3. ワクチン課

過般京都l亡発生した不幸なヂフテリアトキソイド事故を
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契機として生物学的製剤i並に製浩機｜却に対するj設格なるj余討が行－われも昭和24年4月12日連合軍

最高司令部公衆掠j_l_:l::.nl耐iJ:=M~覚書：並 l＇ζ同年 4 月初日厚生省薬務局長の通牒により杢凶10ケ所以外の

製造機関はその製造？と中止せられ、不幸にして当所もその仁！1l'C合まれ今Ell'C至った。共後当所は

製造再聞に努力し先づその施設の改善を行った。即ち具体的には検査材料受付室の移輔、微生物

課検査室と「ワクチンJ各室との交通の遮断、凍結乾燥器の新設、殺菌恒温槽の新設、ヂフテリ

関係当局の調査を依頼した結「ワクチンj準備室の改修等を行い、アトキソイド無菌室の設置も

果、 12月23日可の＊!Jj主があり引続き試験製品 5ロットを提出しも之が！調家検定l'C合格すれば、製造

許可とたる段階K至った。

！日原液の手持品は岡家検定K提出し合格した場合は使用出来るととになったのでも各製剤の千

その成績＃く表の通りである。（ 4月一12月〉持品を岡家検定に提出した。

寸
寸l
 

rト定4合格A 
口不名背I]ijl!1 

＇－＇・く

5 策1 9 15 腸チフス、パラチフス混合ワグチシ

1 来2 3 ンづーグワ7 レコ

1 2 3 6 て／チグワ咳日百

1 1 ドイソキアリアブヂ

※全部汲取図家検定合格済

上記の如く各製剤！の合格率は現在の所著しく良好である。百日l安ワクチンは検定合格率が金問

的に著しく不良であって、当所の如く半数以上の合格を示したのは非常に少し本所製品が百日

咳流行1,{:Jjl'C重要な役割を果し得たのは欣快K堪えない。

当課は目下試験製品各5ロットの合格によって製造再開の日の 1Elも早く来らんととをWJして

いる-;j（第である。

向昭和24年K於ける業務成績は攻表の通りであるc

54! 

眠：汁培養基

アンプレ入

3 

中試験管入

昭和24年度ワクチン製造成績表

目 El咳 i

r；グチン i予防桁i

cc 

26,700 

cc 

20,000 

cc 

30,000 

cc 

438,950 

16,360 

154,967 

139,650 

17,550 

134,545 5,342 生
産
数
量

293 

180 

1,350 18,300 

- 30-

ヲ止で

ρι 



日 月 －12月〉

814,474 57,3871 
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4. 血援房長

24年度κ於ける当課の活倒H犬況は簡単iて述べれば近く j早生省長示により公布せられる予定の無

漉過健康人血疑製造規準（2511三3月末現在未だ最後！判決定をみていたい）えの歩み寄りであった

と言い得る。

此の規準の恐らくは原本となるであろう米闘の Un.filteredNorrn.ci.l Hvm2.r Plc.sm8. の

Minimum Requirements (1946:::1::. 1月）を 24年 5月に凶i立予防衛生研究所より借受けて、之

に従う事としたが、之を全面的I＇ζ採入れる事は従来より行われてきた方法主可成大部分変更する

ので予算その他の面からみて一挙に実行出来たいので歩一歩前進する事としたわけであった。

検定l℃於ては完全K Minimum Requirements k従ってきたが t 製造工程は施設の改造、

器具の改変を必要としたので2MHit末K於て未だ完成をみていたい。

此の 1年間rζ於ては以上の方針l℃基いて試験1t1vc製造を続けたので、可成の試作品があり、主と

して各都立病院にて使用されたが、之は公式に製造販賢したのではなく、上述の如く厚生省K於

C.G I 細菌ffi6 血；~；果車u呆血3芝生産数窒 て規準が出来上り、それ忙従って出来た製

品が予防衛生研究所の検定をパスして初め

て製造販賓の許可を受けてから血衆諜の本

当の活働となるであろう。

85000 

80.000 

75.000 

70.000 

6Q000 

6 0.000 

55.000 

50.000 

45.胸

／ も

レ／ ／ 

＼.－開国岬

現在未完成の点を述べると規準K定義せ

られた閉鎖方式採用K必要たる採血室、無

40_0DO 
4円 5 6 7 s 9 10 n i2 

洗糠滅菌室等で：＇ ~ Jl:G等は何れも予研

の指導を受け目下改造中であっても同方式

［＇ζ必要主主る器具も試作し工事中の現在も実

験を行っているので25年度に入ると、凡ゆ

る点よりみて理i旬、的な人血築製造検定施設

が完成し、従って当然模範的製品が製造販

費せられるであろう。

向、昭和24年K於ける業務成績は弐去の通りである。

昭和 24年 4 月～ 12月

i男 7,~ 0 5ヂ
1) 採血人員 一一千一9’一巳雪竺名 （ →一一一一一｝一

l女・－・ 2, 4) 8名
2) 採血量 1,870,500に仁．

町｛咽 Q Q -



3) 生産販賛成 績 表

販 費 量ー

残 同E二Z］ 

計

284 1,102 

lOOc.c. 2,209 260 1,439 463 

30c.c. 894 140 541 211 

20c.c. 1,346 160 607 591 

II 生活街生部

1. 環 J占江五11., 課

本語lは東京市衛生試験所都f！］衛生試験昔［~の後身であると言ってよい。従ってj：目当永い歴史伝持

って居る訳であるが、終戦後の荒廃はと LKも及んで研究室K統合後の木課は人的にも物1'.Ji'JI'ζ も

殆ど新発足にも似た傍力を掛って今日に至った。

今や漸くー憶の内容の整備成って活動時代K入らんとしている本課の事業は、東京都民の生活

環境の科学的な改善向上を目指すものであって、本課の事業内容は概略以下のようである。

(1) 空気、日光及び、！騒音に関すること

(2) 住居及び、衣服衛生に関するとと

(3) 塵芥、尿尿共の他汚物lモ関するとと

(4) 共の他環境衛生K関するとと

以上の内実際木課の仕事の中心をなすものは、結局空気の衛生検査であると云うととが出来る。

~re現在本課で、行っている試験検査の項目は

(1) 室内温度保件~c I却するもの

1 気温、気？謀、気流、 l／冨射熱の測定

2 冷却率ョ感覚温度等の測定

(2) HR 1明測定

(3) 紫外線測定

(4）騒音測定

(5）塵挨検査

1 座挟粒子の大きさ

2 座扶粒子の数

3 塵挨の種類

(6) 空気イオン測定

(7) 炭酸ガス定量

(8) 一酸化炭素定量



諸樟有害ガスJE:・ffJ：及兄貴試験(9) 

被服材料のj；余査(10) 

ピルデイング、工場、事務所、店舗、校舎、アパート、住居の環境衛生検査(11) 

共他環境衛生調査上必要なる試験検査

但し以上の中(IO〕lモ関する検査は設備不充分のため未だ実行不可能のf1犬態にある。

之が関係衛生法規の大部分は東京都衛生関係法令集として昭和24、25年度比集成されて居るが

(12) 

4牛
」生活衛生部環埼課試験研究件数10 

9 II¥ ／ 
8 

／ ＼ ／ 
7 

／ ＼ v 6 
II 

5 
f¥.. ／ 

4 
＼ ｜／ 

3 

2 

月 A 5 6 ア 8 9 10 11 12 

その項目大綱は、

営業主．法（興業場法、族館業法、公

衆浴場法〕関係を初め

理容師法関係

墓地埋葬等に関する法律関係

胞衣及び、産械物取扱11t'f取締｛保例関係

温泉法関係

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

等である。共の他市街地建築物法、倖染J府

予防法、労働基準法中の安全衛生規則等も必要に膝じ参照している。

之等の関係法規の泊用対象として重要なものを列挙してみると公衆浴場、劇場、映画館、旅館、

ホテJレ、現髪店、墓地等となるが、本研究所は全都民に開放されて居れ一般民間の依頼試験を

も行って居るから官臆、、会社、銀行、工場、ヂパ｛ト其他の諸種作業場の全般をも対象とすると

とになる。斯くして木課の事業対象は誠iて虞汎であって我等の足跡は今や全都ireあまねからんと

している。

倫昭和24年に於ける業務成績は弐表の通りである。

昭和24年度環境課業務成績表
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珂化学試験

fl: I 'flt!TJfj学竹除、査

生型的除査

数｜動物実験

室見取図

2. 栄養課

3,204 18 

5,806: 

30 

1ラ497

400 

569 

1 

262 

30 

21,'357 

662 

569 

3 

2861 12，吋 35,216

都民の健康増進の矯11ζ食生活を科学的に合11！＼化し、栄子宅の完壁を期するととは極めて‘重要で、あ

るが故に木課vet~ては、食品｛℃ J；充て栄養的な研究並11こ調査を行い、 E立K的確なる根拠K基いた宍

60 

50 

40 

30 

20 

l〔〕
イ牛

生活i~r生部栄養課訊験機査件数

,,, 」肩甲居留ト、 レJ ト＼

/v ＼ ν〆

ノ

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
一

際的指導をも併せて行っている。

殊に栄養改善指導の重要性は栄養が生物学

上基本的危役割を有するのと健醍保持、休力

改善、治病療養、健全精榊、能率増進、食糧

対策其他多方面11ζ亘り経済的、祉会ll旬、文化

的等に関聯を有するので先づ都民の栄養；i犬態

を把握すると同時1＇亡栄養智識の普及や栄養効

果の向上による食生活の合理化を計れ都民

の栄養確保改善の実践的部面に逐弐重点的1＇ζ

努力している。

木年度の依煩件数 1121屯（処理件数 1,090件〉で主として菓子類、調味品、乳製品及乳酸飲料、

主食類、魚介類及長の1m工品、豆類及共の製品、；！七他各種肥料等である。調査件数 351種（処理

件数 2,741件〉で主としてピクミン類及主要食品中のカルシウムに就て行った。

抑も都民一般の依願に臆じ一般成分を分析測定しも食品の栄養成分の研究vc0予め栄養上の利用

慣値の判定を行い共の成績K関する証明書を発行して正しい栄養の指針を授け不合理な栄養えの

錯誤を示唆している。

叉栄養調瑚指導而では一般者I）民30問、学校給食指導 6 回，工場給食指iJ~ll聞である。

司~旧！の調査研究vc lたては合京f!的献立作成 277 件 s 食品の合31!1的手iJJ＝二目前1λ9160f午、病人食、ノト~2.及

経産婦食餌26(l等であるu

例えは、輸入食料主としてトウモロコシ粉、マイロ、コンスターチ、大豆粉等の合JIU!＇.！句調理fl方法

I＇ζ就て研究並i亡指導、粉食判·l~i~.給iζ｜際しイースト代用として膨剤臆用による製ベン実験並K之が

指導、未利用費抑｛にltてはヒマワリ ldqの利用に就て之が利用方法と調主u指導並i℃試食会、正月料

理では従来柏もすると蛋白過剰11こなり j誌なものを是正し手近で経済的にHffも栄養を加味した合理

的調理指導、新生食品で、は栄養債を増，准する白的を以て魚肉iモ酵素を作用せしめた栄養食料の加

工並に調剤技術の研究指導、家庭配給食料中＠粉、芋類、砂1W昔等主主とし児童の間食用栄養菓子

の技術指導、野菜主主とした調味と調明、学：章給食の合·un1~f1,1献立及鰯 lFllの高度搾取と共の残沖の

利用方法、動植物食品中のカルシウム合有量の再検討及之1＇亡於けるピグミン分布扶態の調査研

- 36-



究、 l雇用似生物を利用して栄若二慣の改古・叉は栄養効率；増進に膝用している。

更に日常生1'1'11て科学’111：を J~記入れる余地が悩めて大きいので食品の変質、変敗防止の矯め鮮度＊IJ

定、厨！元の科学1'.e·1設計と調査11器具の改善及び~~J;iJ=rm作業の衛生町、j処干11!.等の諸問題i亡就ても調査研究

lて着手しつ Lある。

向栄養相談に於ては都民の栄養智識の食生活等l亡関する瞥蒙指導を司り、来訪者及び通信者等

の質疑に臆答する他、現地指導を興えたり叉集会の栄養指導講習を行う。

向昭和24年I＇ζ於ける業務成績はさた表の湿りである。

昭和24年度調理研究指導表

件 226 10 6 

調理 研究 調国指導

部民｜学校｜工場 l

11 

昭和24年度栄養課業務成績表
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3. 水質課

水質課は7亡の街生試験所、細菌検張所、衛生検査所等で）｜州、？った水の衛生lて関する業務を、一

括担当するものとして昭和23年3月5日誕生した。以来上水、井戸水、工業用水、下水、工場廃

件 生活衛生部 7k筒諜古式験検査件数
900」一 一 向

800 

ハ
側 I¥I ¥ 
00 7 ¥/ ¥ 
4凶〉て17 ¥ 
300 

＼ 

竹 下一＼一
100 4角？ 6 7 8 9 JO I l 12 

水、河水、海水、浴水、水泳プーJレ水、温泉、

鉱産物等についての理化学的、微生物学的試

験、検査、調査、研究を行っているO

上水試験は都内水道については専ら給水栓

水Kついて試験を行い、水道衛生行政上の資

料として提供している。庁、む都内水道の成績

κついては、進駐軍の要請に基いて昭和20年

9月以降者I）水道局の協力のドiて衛生試験所が

一括して報告し、との業務を水質課が昭和25

年1月まで継続した。即ち進駐軍当初は遡1

回、約平ヶ年以降は月 2凹の割合K都内各水

道の源水、 0L吉水‘給水、栓水等についての成

績をまとめもとれを GHQ、第8軍司令部及

び、第81}:L東京地区管別部に迭r)11・し、その総数は 1月をJ;J、て 104号に達した。

叉都下iては八王子水道、青梅水道、五日r!1水道、南氷川水道、大氷川水道、帯D獄山水道の6水

道があるが、 ζれらの各水道については当該経営市町村からの依頼により各月 1回出張検査し必

要な注意を興えて水道運営上の参考に資するようにしている。

井プjくは日常生活と密接な関係にあるのでもその依頼も極めて多く、日々その臆i妾に忙殺されて

いる。叉水道施設のない人口稲窮地区については井水の調査を行っている。立川市については特

に長期j11CW.って調査を行いつつある。向唱和24年9月1日のキテイm台風時（'Cこtr:ては各課の協力の

下K江戸川区井戸約700件について理化学的、細菌学的調査を行った。

工業用水、殺菌剤、殺虫剤等の検査もまた相等数K達している。

浴水の調査は目下継続方面行中で、とれによって公衆浴場の衛生学的監理上の簡便で、而も的確

な方式を考案せんと野力している。温泉検査も温泉法の公布l℃件いその泉質明示が営業者にとっ

て絶対必要な僚件となったため、依頼件数も急：激に増大して現在は依頼者の要求K臆じ切れない

欣態である。向水質試験法の基礎的研究i亡も余力を割いている。

f古ij'3百和24il三I＇ζIろける業務成績は弐表の通りである。

昭和24年度水質課業務成績表

ヂド 一仁 沼71'< 事j；鉱 下 氷 j谷
泳

71' キ 其

業 泉、 71' フ。
~三t士1~ ヤ

（、 温謹 場 主出 、ノ の
用 源開 扉：

井 ア
夕立、拘

ノlノ

~11' ~！J＇℃ 71¥ 尽よご雪1 71¥ 7['( 戸、、『守一，，e
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度： 11 ,6::1 

505 23 

~·· ::;;:1 l~母色皮 4, 639: 92i 204 

反！程試験 1,312 66 566 37 7 3 50 - 3,595 

酸化試験 1,302 52 379 4 3 116 23 6621 ー 2,541 
制化｜還元試験 1 26 5 2 45 79 

残澄試験 1,304 47 139 23 4 69 23 562 2,171 

除｜学｜酸素測定

3,904 

49 2 一 3 

92 1,324' 

54 

148, 674 一 8 3 185 6,338 

陽イ「 a 131 125 119 8 6 l~~l 一 - 4,017 

到1~i~I 1陰イオγ類 1,311 107 611 119 8 6 46 662 一 32 2,981 
硬度 1,3041 49. 194 1 73 23 一 - 1,644 

件｜ ｜メタ化合物 16 一 16 

険其の他 2 4 107 2 115 

数i｜一般細菌数 258 28 838 1,919 36 148' 
57 1：~~~： 300 437 6 .. 010 

659. 572: 査大腸菌 70 2,171 4 36 

2so: 

105 3 176: 762• 8,150 

球菌類 一 一 一 一 一 3 283 

其の他 4 一 一 - 32 36 

叫6,8731 9si 2,29司叫問11 吋1,26811仰 97

IV 食品獣医部

1. ノ政乙、、
i口！日 課

1949年度を願て当課の活動献況を紹介すると、当課の常務は公衆衛生課食品衛生係よりの一般

食品の主主付検休並びl℃食中毒検休及び依頼検休等の牝学的試験を行うのであるが、之の外の各種

の行事．を以下IC述べてみる。

1) 年2-3回の定期的vcこ行はれる一般 l 450 
食品獣医部食品課；間会模査件数

食品の一斉検査、即ち中毒の発生率

の多い 6月と 9月、叉食料品の需要量

の多い12月の歳暮品の一斉検査で、あ

る。一斉検査は特l叶命体の泊否の早

期解決が必要となってくるので課全

員は、深夜まで或は徹夜までして徐

体の処：聞に当ったというf1k態であっ

た。

350 I 週
一一一一舌

300 

250 

200 

150 

100 

50 
2) 臨時に行はれた限定食品の一斉検 ｜件 I_.,,. .... ’ 

査、 8月lては連日約2遡聞に亘って 4月 5 6 7 8 9 10 11 1・2 

食品衛生係K協力して、者j）内製氷工場の衛生朕態の調査を行いf同時に牧去した人道氷につ

いて化学的、細菌学的検査を行った。向人工－1=1叫ミ質肖酒類、菓子類等の臨時一斉検査を行っ

て多大の成果を牧めた。

-39-



3) 五日市、青梅、原lllJ田の天然氷油の現場調査及び布水、 1fW,fi11の検査

当課員 2 乃至 3 名が食品衛生係、保健所ーに協力して、前記 3 ケJ'Vrlて出張して氷iU~の清掃J!Jd兄、

その環境の街生）｜た態等を調査し、 fr1Jllキーに原水、 iff.~dr~ を牧去してその化学的、細菌学的検査を：

行った。

4) 池上木門寺、並び（tζ妙法寺の御会式及び浅草酉の市（一の酉、二の酉）のi僚の一斉取締検査

毎年行はれる御会式K当課員が 2［総て別れ、班名は検査班として、 1班は池上本門寺へ、他

の1班は妙法寺えと課員は検査用具を携えても夕方各所の本部へと出動する。浅草酉の市の

場合も同様にして、本部である所の吉原病院へと出初］するのである。そして吾々が待機する

中に放射線ti犬に木部忙集ってくる取締班によって牧去された穐々の検休をその場に於て検査

を行って即決する。その場iモ於て即iR・し難い粉体のみ研究所え持ち帰って、検査するのであ

る。

5) 食用色素検査法の研究

食品検査中の困難なものとして著色料のそれがある。その混合着色料・の分離及び各個の反臆

を研究して居るが、その結県も或程度成功して居る。

以上簡単に述べたがもと lてかく食品課の業務は興味のある仕事であるは、かりでなく、試験その

ものも亦興味のあるものである。

1950年度に於ては49年度に於けるよりも、一層張切って食品衛生の向上に遇準致し度いと考え

-cいる。

向昭和24年度K於ける業務成績はmJ表の通りである。

800 
一食品叡監部製品課試験検査件数

アDO ／ 

v ｜＼ 通
600 

／｜＼ 一一一一一一 エ仁干コ三

500 
＼レ／ ＼＼ ト＼

400 

""v ＼＼ 
300 

＼ 
'200 

2. 製 1¥111 課

製品課lてて担当している業務は食品衛

生法並に同施行規則で定められた製品検

査及び同法並に厚生省告示による器具及

び7手器包装の原材料ω規格及び製造基準

＼＇ζ基き、試験検査を行っている。

＼レ／

10 0 〆 、、、、、、
件

〆 ＂－＇＂回・・・ー

ー－－
h・・h ー』 ・ートー回国・ーーν ／ 

Fl 4 5 6 7 8 9 lO 11 12 

課内を規格検査班と製品検査班の 2班

¥tζ分け、規格検査J[Eは実験室 1と、人員

4名、担当事項は厚生省告示第54号の規

格及び、製造基準に基く検査及び研究、調査であれ製品検査m：は実験室2と、人員 7名、主K製

品検査を担当している。製品課の総人員は12名である。

向昭和24{[:'.(IC於ける業務成績は弐表の通りである。

昭和24年度製品課業務成績表
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3. 快医街全I~課

当課の業務は！！＇力物用狂犬病予防液の製造、狂犬病の錦 t；主、：食肉d卯介並i℃陀｝JIU：品の検，査lえび、牛

字L々 製品のJ余査等でj三

1) 動物用狂犬病予防iイ支の製造

都臆所要量を充ずのを目的とし、製法は近藤式I＇ζより犬を用いて居る。頭初の製造計画は 70,000

ccであったが、共後 80,000二Cを追加し合計 150,000ccと大rjJire引上げられ、施設不備、要員不足、

諸資材の入手難等幾多の難問はあったが、之を克服し幸い 5回申請の同家検定も全部（87,300cc)

通過し、第 6 回目も（20,000cc）申請中 I＇乙て来る 3 月末迄には計商量l~C:到達すぺく努力中である。
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議品猷~ttB IJ:~衛生課；Mti椅件~t

'2~0 

'200 

150 

同
H
U

n
u
 

唱，E
E

，

90 
4キ 41r56 7 8 9 10 11 12 

2〕 狂犬病の鏡店

者I）庁公衆衛生刊し各保健所獣医係員、都内開業獣医

師等が狂犬病の疑ありと診断した犬（馬、獄）は全部

当課に選られ（姥殺体、頭部、生休〉之を剖検病理組

織学IYJ1会主主（ネグリー氏小休．非ftll農性脳炎像〉及び、

動物試験等巌結な検査を行い：共成績を綜合して牛lj決を

下して居る。

3) 食肉、魚介並に；！七加工品の検査

食品衛生法に基き都臆公衆衛生課及び、各保健所の食

品衛生監組員のl段去品の検査を主とし、共他一般の依

願にも臆じている。 Jlt等］＿）検査には基準は無いが、当

課としては感覚検査、理化学的検査（P.H.アンモニヤ

定性

査等を行い、腐敗の有無、中毒菌、腸管系惇染病原菌、大腸菌等の1会主主を行い、共他必要lモ態じ

成分定量分析も行っているの近頃者13内各地I＇ζ号！介及びl毛；IJfL工品I＇ζ原因する中毒事件が散発するの

で、特に細菌学的検査に重点を置いているO

4) 牛字L及び

l段去品1余査を主とし、一般依頼、l℃も膝じている事は前項と同じである。此等の検査には食品衛

生法l亡基く厚生省告示により品質の規格が定められ、叉食品衛生試験法に より試験基準が定めら

れてあるので、之l亡準拠して感覚検査、理化学的検査、細菌学的検査を行って居るがも特K脂

肪、比輩、酸j麦、細菌数（直接法、培養法〕大腸菌令Jt他有害細菌の検索等K重点を置いて居に

向必要に陸；ビ成分の定量分析も行っている。

最後に興味ある試験として特記すべきものは昭和22年以来、毎夏都内で販買せられているアイ

スクリームの汚染度を調査するため、；n指標となる大腸菌の検出を行って居るが、 50%以上の陽

性率を示している事は公衆衛生 t看過する ζ との出来ない問題である。（公衆衛生学雑誌第4巻第

3号参照）

）必ずるに終戦以来最！：会の混乱（＇乙来じて不良乳製品が横行し、検査にも労苦が多かったが、一般

祉会11犬勢の好博及び都民の街生思想の向上．と相候って、 iJIUi~（良心的な製品 i℃変り業者から士住んで、

検査を依願する傾向にある事は喜ぶべき現象である。

向昭和245:！三に於ける業務成績は別表の通りである。

昭和24年度狂犬病ワクチン製造成績表

- 42 -



昭和 24 年食品課 務成績表

件
取 扱

件

験 t合 査 件 数

イヒ 学 El守 B長 細菌学的試験

u,:i Ii 

成分 混物 軍金属
社t

素！~~－忠；；カド｜性物訟はl 素

2 

早陪r
－ふ1h

I u;-氷雪

清涼飲料水
料

保存飲料水
類

酒精飲料

添
膨脹 育lj

人工甘味質

力日 エッセンス

清色料
物 其 の 他

菓子委員

氷菓子

飴菓子

其の他
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v 化学検査部 ；~~ tイ｛持針。医薬品；果繍横査件数

1. 医薬品訳 出L二

新たに衛生研究所が発足したのは24JI二3月で、あ

るがも医薬品課は移悼と試験室整備工事のため、
月 Ll. 5 

5月末迄事業を什；止したので6月以降に行った業務の概要を報告する。当課の業務の大要は弐の

通りである。

①都薬務課から送られる医薬品も毒物！主IJ物l＇ζ関する行政試験検体、②他官公臨からの委託試

験、③一般から依煩される有料試験、④業務の運営上必要と認めて担当している試験法、その他

の試験研究並K調査等の処理である O

1〕 行政試験検休

昨年中（＇ζ薬務課から試験のため法られた検休は 355植で、之等1'ζついては何れも岐に試験の結

果、適否を判定して報告した。送附の欣況は区々で6月の 10311立を最高（＇ζ11月（74憧〕 10月（65種）

5月（58陣）となり他は15陸前後である。との｛悶昨年の第1攻、第2衣医薬品一斉検査並K市販

の駆虫剤j及ピグミン B1製剤の一斉検賓があれ何れもその結果は薬務課長及び、衛生局長（＇乙報告

した通りである。 5月の第uた検査には葡萄閥、；臨イヒカルシウム、ザルソプロカ糖注等の静注類

144 種についても叉 11月の第 2~大 lては同様師、注類60種について検査した。とれと併行して11月か

ら12月lモかけて、市販駆虫剤］21種、市販ビタミン Bi剤注、錠、；：夜、オミ68随についても試験を行

いも之等も息苦l亡報告済みである。

2) 委託試験

昨年度は統合直後で一般の認識が不充分であった故・か委託試験及び有料試験は共に不振の様で

ある。 7月Viこ杉並警察署より駆虫剤一件を詮附されサントニンの鑑識を行い、 8月忙は東京地方

経済調査聴から煎関及び、葡萄糖並に人－工甘味質を使用したlffiFRゼリーも！日二ii[1ドロップ、咳止めシ

ロップ、咳止めドロップ、ビタミン B1錠等17極を返られ、夫々との糖類の定量並K人工甘味質

の検出を委託された。叉11月になって都監察医務院より中毒死による胃内容物及び血液を送附さ

れ青酸塩の検出を行った。

3) 有料試験

有料試験は49件あり全く種々雑多で、あるが、 ζの中贋造、偽浩薬品の横行している折柄次の様

たものが比較的多いのは興味深い。駆虫剤の7件（サントニンの真偽の鑑定を依頼するもの〕を

最高l'Li的任薬の4件、ピタミン B1荊の4件、サノレフアダイアヂン錠の 3件（取引上の必要から

真偽の鑑定を依頼するもの〉等である。

4) とれは数限りたくある医薬品の中試験法の定められているものが極めて少いので＼速かに

解決せねばなら危い問題が多い。現在は次の様危ものについて試験研究を行っている。 i蹴任薬の

試験法の決定、パイロジェンテスト、ピグミンAの定量法、 10佑用ロートヱキス散中のアルカロ

イド定量法、葡萄糖注射液中K爽宇佐する苦味物質（Gentiobiose）の研究。
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3月は未だ試験設｛！市が整わす＝試験不能であった

が、 4月に入り漸く試験が行えるようにたった。

化粧品K於ては当時問題にたっていた合鉛化粧品

花関する解決の一方法として化粧品製造業者に対

して講演会主聞き試験法の実地指導を行った。

5月に於ては「！Y販化粧品の品質扶況を調査する

350「化学桟査部麻薬化粧品謀諒験持査件数

用 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

ため某百貨店より化粧品約40種を集めて試験を行った。叉夏季［C向い防疫用除虫菊字L斉rJを厚生省

通牒に基き抜取試験を 8月末まで続行、かなり多数の不良品を発見した。との製剤中のピレトリ

ン定量法はも協定法必十しも満足すべきものK非中高度の技術と熟練を要し、向同一値を得ると

とは極めて困難であるため課員各々非常な苦心と努力をした。とれについては厚生省当局に実情

を訴え、試験方法の改善方主要望した。

6月iて入って麻薬検体は急：i℃増加し501'0えんだがその中大部分は検休量極めて少し叉多量の

異物を混和したもの、偽造品も多く、短時間l'C処理するのに苦心を捕った。

7、8月は除虫菊乳斉！！の最需要期であるため、かなり多数の送付検体の処理c＂~証薬類其他一般
検体の試験を行った。叉東大lて於て開催された全閣衛生技術者会議に当課に於て予て立案中の化

粧品中鉛の試験法を上程、日本薬剤師協会協定法に採用されたc

9月にはDD T粉剤、同液剤の送付を受け試験を行いも不良！日を発見した。 叉厚生省より口

紅、頬紅等の試験依絹を受け統計的調査を行い、牝粧品取締に対する基礎資料・K提供した。

10月l亡入りデパートメント協会の協力を得てへアーロ｛シヨン中に含有するメタノ｛ルK関す

る調査試験を行った。

12月より都薬務課麻薬係より証拠写真の作成依頼を受け、とれを5え：施今日に及んで、いる。

2) 依頼試験及び研究事項

各種化粧品、化粧品原料、油脂類、各種殺虫剤、共他について毎月か友り多数の依頗試験を受

付け丁寧と迅速をモットーとして処理して来た。

化粧品封械を口紅、頬紅、白粉、ポマード等（'C8月以来実焔続行している口

研究事項として家兎によるコカインの微量鑑定方法の研究共他を行っているσ

向昭和24年に於ける業務成績は共表の通りである。

昭和24年庭麻薬化粧品課業務成績表
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3. 衛生用1'itrIDR 

当課K沿いて過去1箇年を！顧みて調査試験或は報告したものは大体共の様である。

1〕 繊維衛生材料

脱脂綿について詳細は別項の業務K関聯した試験検査の項K譲るが、 JlftH跡自については薬務課

より詮附のもの即ち製造所叉は販賢所より牧去したものも弐は露店雑貨店等で販賓せられるもの、

叉消費国の梢々大きいと思われる都立病院、産院

等より提出のもの等について品質の比較試験をし

たのである。叉ガーゼは薬務課より設附のものと

都立病院、産院等のものとについて最近の品質を

調査したのである。

2) 衛生用ゴム製品

最近越姫の問題に関してコンド｛ム製品について薬務課の協力により都内に販費している製品

を調査した。とれは衛生局学会l℃も報告したのであるが、相当数の不良品があることを認めた。

3) 歯科材料、医療器械器具

~~~ドザ汽査部 m盟主担当当日放
120 
lOD 

とれらについては規格や規準のあるものが極めて少い。従ってその性能や材質lてついては個々

の調査が必要で、ある。 ~5:いj降来l℃重要と思われるものより )I民共K調査して報告する積りである

が、取敢えや注射針の強度性能について調査中である。

4) 硝子製品

硝子製品中アンプノレは注射製剤K最も密接な関係があれとれが良否は製品K及段、す影響も大

である。又最近局方改正の機会にあるので目下市販品のアンプ。ノレlてついて調査試験中で、あるから
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速からす下￥Q－告する予定である。

玩具類5) 

これにま~，訪れ℃ゐいて試験のため取扱った玩共謀jの大部分は公衆衛生課より送附のものである。

ついてはその都度広報告しているが、試験の内容はとれに使用する塗料の有害性着色料や有害性

ゴム、セルロイド、木竹、；民他紙の製品のもので金属のj容出の試験である。検体の材料は金属、

ある。一般に着色料はセルロイド、及び金属製品のものは溶出し難くゴム、木竹、紙製品のもの

は詐易にi｛~出し得るものが多い。溶出したものには屡々有害性着色料や鉛、亜鉛等の有害性金属

が認められる。共他クレオン、水彩絵具、風舶ガム、チューインガム等主衛生的立場よりー膝調

査したのである。

依頼試験ireI却しては月報にある様ι3月より12月迄は53種試験件数436件であるO6) 

向昭和24年に於ける業務成績は弐表の：湿りである。
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VI 製薬詐！）

1. 資源課

1) 薬用資源の調査研究

都下乃至我間各地lて豊富に天産する薬用植物中未だ有効成分が未詳のためl亡、未利用の扶況に

あるもの多き！＇乙鑑み、逐弐研究室の整備と共に研

イ牛i 資源課；J~験朋究件 究を急：いでいる。

目下研究中の主なるものは弐の通りである。

寅柏実、啓イ二手I~ ＇菱芽11子

2) 要望用植物の生産K関する調査研究

都下殊lモ三多摩地区八丈島等に於て増産可能な

るj菌性品種を選定するため、構内！'C600 :I干の薬用

植物資源闘を設置し陣i産並！＇ζ外岡産薬用植物 300

余種主栽培しもとれが生育＋Vd兄. 1｛支量調査並1＇ζ成

分合量等を調査研究中である。

又一般都民の要望！＇ ζ従ぃ薬用植物の栽培、採集、調製、品質、鑑定等iてっき相談を受けそれぞ

れ泊切なる指導を行っている。

3) 生薬その他製薬原料の試験研究

戦後医薬品の品質低下の傾向あるに鑑み、就中製薬原料・の規格設定を急：務とするが、偶々第6

改正日本薬局方の改正に当りも生薬並lて生薬製剤J!rc:::っき左記12品目の試験研究を行い改正案を提

出した。

延命車、ゲンノショウコ、コケモモ葉、ウワウルシ葉、キサ、グ実、苦木も小：豆醤、寅柏、黄

連、キキョウ流エキス、ダツラニrキス、責柏エキス

4) 製薬原料の依頼試験

都下中小製薬工場より伏1民！＇C［；底じ原料費村、午製品の試験；｛命査な行い逐攻そのff：数も上昇して

いる 0

5) 者f）立病院等協定処方ω調査研究

病院：々内繁用処方在検討して近き将来都立病院を対照としてとれが一括製剤j化補給する立前を

以て、乙れが調査研究主行い調査資料を作成し、とれが製剤j化lてっき研究中である臼

向昭和2411三中資源課業務試験、検査成績表は芸大の通りである。
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終戦直後医襲業界の混乱11ζ 当りも者I）民の1~＇1:·fH~街

生確保の見地より新設を見た当課は；l=tの後の急：微

なる祉会情勢の推移i亡件い、とれに即臆すぺく製

薬課内の事業も再検討を加えも生産品目も；途次整

理して専ら顧客生産iて主力を注ぎ、現在では日本

薬局方薬品 7品目、問民医薬品集薬品 2品目、公

定書外薬品16品目及び、診断用試薬27品目を生産し

補給して来たが、薬務課補給係の新設l叶牛い者I）立：

衛生機関えの補給は補給係を通じて行うとととした。

本年度の事業概況を列挙すれば

1. 薬務課有！？給係主通じて者I）立病院 3 保健所等＼＇ζ各種薬品を生産し補給をしている。

2. ~J 躍すI
干 ， コ苛ミL ・一寸、；
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製薬操生産販売件数

一一販売件数

月4 5 6 7 8 9 10 11 lZ 

2. 保健所の要望により本年より特i亡診断用試薬往生産し有！？給しているο

3. 公衆衛生課と協力し！f守：K結核予防の見地より都内王111髪業者、公衆浴場、興業場等の疾’在行~I

毒薬を生産し業者K配給している。

4. 今夏三多摩方面に集！亙｜赤痢の発生l℃件い、予防課と連絡し発生地域に於ける井戸7Jての治志

を奨励し、とれに伴う消毒薬の生産を行い予防対策に協力したとと。

5. 防疫対策、水害対策、非常時対策等のため一部備蓄医薬品の生産を行ったこと

6. 民生局児童課を通じ者13立並び、に民間評決児牧容所の常備薬、殊i℃亦癖皮膚繋を新製しセツ

トとして舵給した ζ と。

7. 東京都医師購買組合の医薬品展示会re当課製品を出品して好評を fIJ§し、 11国来都内病院診療

所よりの要望iて従い一部不足i芸薬品の配給を実施している。

8. 都内中小学校衛生虫備え付常備薬ヨードチンキ等12品目の詰め合せセットを計画配給した

とと。

9. 労働安全衛生規司、IHζ基く都内工場向常備葉、部研外傷膏等7品目の詰め合せセットを計画

し配給したとと。

10. 支部省内学校衛生会の要望Kより常1JIW繋余剃能力主主人って各地中小学校内常vHI繋Aセット

マーキユ司ロj夜等13,frl，目も BI：：ツト凍傷等9品目、 CセットJI：－.血却下手7，目白ヅ） ~j古めfγ止セット

を；］t踊し目下配給中である。

11. 都下中小製薬工場より製薬並に製剤の技術改良試験の依頼i亡熔じ、と＞！"Lが製造試験を行い

原料並び、K技術ーとの改良指導を行ったとと。

12.公定書＼1'.::於ける処方内容及び製剤技術の改良調査研究を実施中である。

以上事業の概崎を列挙したが当課の事業／t［.就いては未だ充分都民i℃衆知！徹底していない安！育11ζ

あるので＼来年度lて沿いてはとの方面の予算を計上しー居者13民の要望＼1C.1'fi!Jうべく活躍を期待して

ν、る。

向昭和24年に於ける業務成績は日iJ表の通りである。



高 I

312: 

5,803! 

29,075[ 

6! 

1仏066/

6仰 201

so: 

121! 

172. 

700 

771 

lf 

65 

3・ 

271 

Ii 

463 

715. 

390, 

3081 

923: 

li 

41 

3 

5 

1 

4 

2 

3 

51 

3 

3 

3 

4 

3 

見本放I残

I 

累Jヨ”
5ミ数

円
H
U

茄
同

18 

3,118. 

858 

2431 

2,614i 

33i 

52 

4281 

37 

366 

況扶

給

710 

1 

85 

71 

6,702 

4 

一
。
！
∞
お
む
沼
1
1
1
m
i
d
i
－－
2

J叫

。

9li
－－n

J
l
2
J
I
l
－－一
J
I
l
－－一
l
l
寸
ー
「
j
「
｜
「
｜
「
J
J
i
l
－

－

－

20 

一

一

位

一

一

m
m
m

一

－J
J

－一
J
l
l側
一
一
！
i
m
i
－－一
l
到
l羽
lot
－制
1
制
J

J

l

一lil－－

J
2
1
1
8
l
u
－－
2
l
t
一181
寸
刻
i
！

っ

｜

一

｜

臼

ititle－－一
1
1

一
一

者係一一

A

一

一

口
L

吋

i

先
一
業
関
一
一

宮口一一

d

i

n
－－
M

2

l
岱

l
i「
｜
「
｜
「
i

m
｜
寸
d

l
一
｜
｜
寸
ー
プ
ー
一
i

一
一
s
i
l
u－－d
2
1
2
i町
l
i
m
i
－－鉱
jelli－－M
i
J
E
l万
i
l
q
i
一l
2
1
1す
i
i
一l
i
一f
l
u
－－阿川
1
6
l加

5
1

一

関

組

一

6

切

J

3

3

A
C

一
一
一

4

4

q

u

ψ

ハ

一

臆

口

周

一

一

：

2

官職一一w
m
l一
「
11「
｜
「

自E

金

給

年度

給 l
J三ヨー I 
5ミ i

35 

3,093: 

2,6961 

2i 

63 

自E産生中年24 手口

35 

3,093] 

2,6961 

2 

631 

l,'320 

18 

ー
一

i

一一

J

21 

_i ＿~2,176, ! I 

r I 365.701 i 

3
1
1
i「
i
1
4
1
i
c
i－－
a
4
Z
7
l
J
U
i到

Z
1
1
2

一
円
。
司
3

ワ

］

ワ

同

門

i

マ
よ

内

4

τ

l

A

，
 

内

3の山

490 

1,320 

18 

2川
3側 oo!
1s,5oo.oo: 

4,2)0.00, 

2,070.ベ
455.00 

840.00, 

122.30. 

41,080.00 

100.00: 

1 ,849,68~.rrj 

3,626.001 

3491 I 

32) 

dι980.00¥ 

891 40ヲ612.40:

491 2,450.001 

461 詔，170.00

331 1ラ320.00)

21 18,080.00: 

21 6ヲ240.00,

31 7,590.001 

仰 0.001

1,560.。。！

420.001 

360.001 

20 

122 

301 

2sJ 

241 

791 

21 

2日 21

。

山

内

3

Q

d

n

v

q
O
R
U

只
U

4

4

の
ふ

264 

246 

33 

63,700.00 98 98 

20 

122 

49 

349 

40,890.00 

4,410.00 

100 

91,000.00 

120.00: 

39,600.00: 

42,750.001 

4,650.001 

捌 ∞

520.00! 

960.o'.)I 

8似 5判
85,280.00i 

3ヲ400.00I

24,642.001 

14,859.00I 

G
n
u

－

o
 

ハu
n

u

一

凡

U

A

u

n

u

n

u

 

ηv
円

U

門

J

9ω

ワ
μ

n

と

，
 

3

3

4

4

 

E
U

ワ
ω

円

L

印

一

関

R

u

q

u

 

141 

294 

10,000.00 

700 

141 

294 

64 

700 

4

A

F

0

1
ょ

1
4

只
U

只
U

1

4

4

A

只し

円。

Q
U

円δ
R

U

1

4

F

O

広
u

q
山

門

i

T

よ

100 

1 

昭

予

3,600 

本

ss; 

11,7531 

8, 

10,1291 

602,8401 

錠

薬

グ ロラミン T錠

都 虫

E百
田

~g 

健

研

研都

ム

i稀ヨードチンキ

都

リ衛生グ

薬

錠

唐’

腸

皮

壁次
k三e

研

研都

451 

45. 

360 

3,897 

12.2 

円

i

4

A

ハU

円
ベ
U

T

I

ム

門

ソ

’

1
4
 

64 

278 

275 

グロラミン T錠

錠

ロ立を

メチレン青 ID'〔液

者jj

l朝日

都

石茨酸斑鈷華擦剤 l

薬

綿

都

クロラミン T錠

液原

薬

菅

錠

液

普選

護

錠

情

錠

消毒用アルコール

塩酸加石炭酸水

酸

腸

；属

1n康

味

尿

5員

佐ト

虫

傷

8'i 
同

ニ工

ン

研日

血

S員

F倣ユヲヨ．

手l

外

健

滋

:m 
ll}g 

苦

日守
同

マー キ

フクシ

研

研

研

研

研

研

研

研

研

研

研

止

現日

者ll

都

者G

羽：

都

都

Q 
u 

5 

32 

52 

n
u
n
u
n
u
 

n
U
ハ
u
n
U

T
I－

マ

5
4

寸

l
－

61,800.00 515 515 

～ロ、
丘町出

錠

ン

健呂田

アスピ

研都

Q 33 

12 

7 

6 

100 

n
u

一
円
υ

A

U

ハu

n

U

E

ハ

U

n

u

n

U

1
4

・

1
4

守

i

τ

よ

7 481 172,040.00 

63,300.00 

480.00 

840.00 

3081 102,554.00 

8 

10 

422 

748 

10 

422 
一

一

一

必

m

腸

痛

主主主
芦芋：

ゲ γ チ ヤ ナ 紫

レフレノL 氏 液

5呈

整

3員

j白、

、、＂－
U土

研

研

研

研

都

都

朝1

都

1,430.00 26 26 1,595.00 29 29 225 氏液トガベツ

11 605.00 11 11 100 880.00 16 16 225 液氏JI, チ

31 1,240.00 31 31 100 1,288.00 32 32 225 ナイセル氏液l液B

26 1,040.00 26 26 100 1,200.00 30 30 225 ナイセ JI,氏液霊液

石茨酸ゲンチヤナ
紫 波

ニーラシデ‘ル氏試薬

270.00 6 6 100 360.00 8 8 225 

11 550.00 

1,040.00 

11 

26 

26 

3 

11 

26 

26 

3 

15 

11 

31 

26 

26 

16 

11 

16 

26 

26 

16 

11 

16 

21 

-55～56-

100 

100 

700.00 

1,200.00 

240.00 

1,160.00 

800.00 

715.00 

1,280.00 

m
i
i
川
一
i
J
i

1,400.00 

1,160.00 

前年霞

繰越量

本

2,500錠

25 

25 

25 

10 

50 

25 

1,50 

0錠入4

2 

100 

100~~11 -1 判別

10oz~l1 -1 問料

-I _14,3253 

14 

29 

19 

30 

4 

14 

30 

4 

29 

20 

13 

32 

225 

225 

－O
R

U

R

U

民
U

R

U

9臼
ワ

白

9

u

o
白

ワ

ω

ワ

中

り

山

ワ

μ

ヮ
“
ヮ
ω

225 
「｜↓
J
i
l
l
「
J
i
l
l「｜一

エスパツハ氏試薬

エールピツヒ氏ヂヤ

ヅオ第E液
エールピツヒ氏ヂ、ヤ

ツオ第E液
ゲルハルト試薬

ノンネアベノLト試薬

ナイセル氏液1液A

311 

19 

225 

225 

試薬

ハイエム液

血沈用クエン酸ソー
ダ、溶液

チ ルク氏試薬

ベンヂ、ー

266.00 

560.00 

220.00 

14 

20 

225 

フエリング液第］液

816.00 24 フエリング液第五液

よ〉、
er 



第四章 日常業務に関連した研究事項

I 運動i生と硫化水素産生能を悶n寺に観察L得る三戦！？寒天培地

(TSI寒天の－－g：法〉に就て

かIlli量i部微生物語！

辺野喜正夫

松 Jj:: i市治

早川 武

細菌検査の実際にたづ、さわる者にとって、それ主立llff!Jにして能車問Jiて、正確に、：速か花、 rMも

経済的に処理すべきかという事は、常に念頭を離れる事のない問題である。

特K大量の保菌者検索vc／祭してlH；の感？と深くするu IH:O）；吉［ら長f(Cfj~「Cl911 干~I三 Rυ.ssel の発表した

傾楢寒天 DoubleSugar Aga.rはJt庁J

!Jnえ穂々の埼A地が考晶案され，7とO Kliglerの培地や Mickle等の三f借寒天培地、 Ho,jn2.の T.S.

I.寒天等は特に注目すべきものでも就中最近 (1945:if'..）発表された A.A. I-fa,jn.c.の三橋鉄寒天

Triple Su.gar Iron Aga.r (T. S. I.-Agar）は最も便利な鑑日rJ培地であろう。

Hajna或は Mickle等の培地は Salmonellc.,Shigella の生物学的·／~！：献の重要たる鑑日rJ点た

る乳糖、熊糖、葡萄糖の分解能、並（＇乙硫化水素産生能主一本の培地内で観察出来るものであるつ

若し此の鑑別培地で、菌の運！日＇］＇／~［：を同時に観察出来れば＼一層利用の｛即位あるととは当然であろ

う。此の様た考はi説rc1936年 Ziaが、叉1938年 Liu及ひ Ljが Rv.ssel培地i℃就て試み、其

の一新変法培地として発表している。然し此等二つの培地は厳重に無菌！Ji＇］操作の許に、いささか

手数のかかる方法で作らねばなら十、一般にはあまり用いられていないゃうである。

吾々は Hajnaの培地K於ける寒天の量を一定度減量することによって所期の目的を遣し、運

動性を同時（＇ζ観察する事が出来た。此の培地は菌検索に利用して便利であると思うので設に報告

する弐第である。

培地の製法

丙水（牛又は馬〉

寒天

塩化ナトリウム

煮沸しも充分融解する。

1,000c.c. 

5g. 

5g. 

ベプトン（Eli鈴、 rmr付、極東等） 10記事：：－rn1え、 3分間煮沸、減少した液貴た補充するの PH7.6

とする。之に

字L 糖

煎糖

葡萄！憾

- 57-

lOg. 

13g. 

lg. 



lOc.c. 硫酸第2鉄アンモン（ 2%スr<r容液）

lOc.c. チオ硫酸ソ｛ダ（ 2%水溶液〉

3分間煮沸、再びPH7.6K補正する。を力日え、

lOc.c. Phenol Red (0.2%水溶液〉

ゴツホ釜で100°c、20分間宛、 3を加える。之を凝集反臆用小試験管K約 4cmの高さ忙分注しも

日、間駄滅菌し、高居のまま用いる。

肉エキス（レンダーを用いた。〉の場合は、蒸溜水 lOOOcι に対し肉エキス lOg，塩化ナトリ

その他は肉水の場合と同僚の処方でよい。培地作製K当り特K注意しなければウムを 3gとし、

ならぬのはも PHの修正を正確にする事．である。

培養法

疑わしい集落を白金線~j;），、て釣菌し、之を培地iて垂在K底部迄穿刺した後、表居？と ζするやう

lモ塗抹し、 16～24IJ寺問、 35～37°cで培養ずる。

培養所見

培養後の成績の観察は Kligler培地、或は T.S. I. 寒天の観察法l亡｛大石，閃jち礼糖、店主糖の

Gas産生する時は培地全体、或は一定の部分が帯：!lki'Cll前日分解能は表居で、葡萄糖の分解及び

色と怠る。

叉運動性の有無は Oldekop，又は Hesseの寒天培地l℃於ける変化を見る時の方法l℃準やる。

（下表参照〉

Salmonella菌株：25株、赤痢菌株11株、及び

培地と乳糖、熊糖、葡萄糖力日パ｛ジコ｛培地K培養し、叉同時iて暗n＆~野装置K依り運勅性を観察

し、両者を比較して見た所その成績は杢く一致した。即ち此の培地を用うれば、乳j払 j官糖、葡

萄捕の分解能、硫化水素産生能、 Mf!7Jの有無を問H寺に同一試験管内で観察し得る。

従って、本培地は経済的＼tζ して能率的伝点でj濫日IJ用培地として蹟く利用し得るものであると思

う。

見斤γrトF

膿

たE間株
一ι＋」
国Nr 

土

土

十

土

動

1

2

3

4

5

6

7

8
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瓦i聴

十

十

十

十

十

十

十

i鞭

十

十

Coli. 

Para colon. Proteus叩group.

B. alcaligenes. 

Shigdla. 

Shigella.く箕田菌属〉

E. typhosa. 

S. paratyphi A.ソノ他少数ノ Salmonella.

S. paratyphi. B. ソノ他ノ大部分ノ Salmonella.



II 保存血液の一分野として PlacentalBloodの利用債値について

細菌部血ろf1課 古’ ;i；~ 正治

Placental Bloodを初めて輸血用として活用仁たのは Novik勺V九 F:'.I士、erovc'.(1936）で氏

と殆んど同fl寺K Stravskaya (1936）が用いてその優秀なる輸血か；｛であるととを強調した。

われわれの採取方法は Goodci.11Ancl.erson, Altimci.S, M＜.勺 Ph::i.il(1938) 1亡準拠して行っ

た。 HPち分娩rel際して新産児を助産婦が取上げ隣帯を結紫して75%アノレコールでi：青j手にする。隣

帯は約 IOcm程、ガーゼを左手K挟んで中の一血液を押し除けた後滅菌欽で、切断し、その切り尖を産

道より低く下げる。ノト子しを切り抜いた滅菌布を用いてとの鵬t花：尖端をその孔を通じ周囲を包む。

突出する隣帯尖端は助産婦の興えるクエン酸ソーダ液の注入された滅菌採用壊にiffi斗を過して血

¥1-えを集める。大体ζの掠作は早く行はれる事が望ましく約3分～ 5分注必要とする。採血量は一

定した互いが 150cc-50cc位である。われわれは血液量の大宇を獲得した後で3本の滅菌試験管K

各5ccづっ血液を採取しワツセルマン反臆、血液型検査、血球計算、比重等の各種検査を施行す

るととにしている。かくして採取された血液は無菌室に運ば、れ、無菌試験のために移植な行った

後揖氏 4｝支の冷蔵庫K保存する。

無菌試験は lOccのピペットを用いて液JI犬チオグリコレート培地（relee宛移植し、 37°cのBl年

卵器ire5木、室温Uc5本夫々保存し、原則として 7日間宇lj読を重ね、雑菌の汚染のない事を確め

た上~＇ll4泳血K供した。

実験成績

基礎的実験として10例の採血例と 8 例の＇＼%«血例を得た。各仰！ともワ氏）支I.~~は勿論、厳重な無菌

試験を経たものである。貯蔵血液は静止昧態、ではホモゲ｛ンの；iた態にないので、輸血［直前iて軽く

振って滅菌ガ｛ゼで漏過したものを lOOcc注射器を用いて輸血した。 8例中 H列！JVC悪感熱発の直

後皮臆を見たのみで他K何等の制作用を認め得たかった。叉各例共分娩第3JDj持続時間、出血稔

新産児発育欣態K関しでも正常範囲を出たものは見受けられなかった。

考按

Placental Blood利用K当り第ーに注意すべき事はも採取血量を多くする局、隣帯持封j停止

以前に出来るだけ平く隣帯を切l析すると云う事実が、母体及び、新産児にどんた影響を奥えるかと

云う事である。との所作は帝王切開時には常に行っている事であるが、あらゆる正規分娩に之を

行った場合柳かの欠点危きかは今後多数の実験例によって定まるととろであるが、幸ひわれわれ

の例では何等の欠点を認め得なかった。

第二には採取血量の問題であるが、之は採血lてたづさわる者の技術、主技術者と助手（助産婦）

のチ｛ムワ｛クの巧拙花関する事大である。 Keller のストラスプルグ病院での実験結果では

60-90ccとあるが大体金出血量の半量は容易lモ採取L得ると云って差支えないと忠行。

第三K貯販のl'b~題Wlち如何に長く出来るだけ新鮮な；状態に保留され得るかと云う事である。 IL
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来新鮮血液をいかにして長く保存するかについてはとれ迄も種々研究が行はれ、われわれも目下

比較検討中で現在迄の段階では約1ヶ月は輸血用として保存可能で、あるが、 PlacentalBlood 

は幼弱赤血球の多い事から保存中殊に溶血が早く起り易い事は己lて認められている事であるから

保存血液として Pacenta]Bloodを用いる場合は特に此点に考慮を1113う必要がある。

第四 ＼1こ輸血源用保存血液として、 PlacentalBloodはどんた長所を持っているであらうか。

川 Placental Bloodは供血者側の損耗がたい。

（ロ） 濃厚紅動脈血であって共細胞要素は通常血液の15割にも遣する。

（ハ） トロンピン合有量が多いから凝血力が大きい。

（ニ）輸血反感のー原因とも考えられる食餌性アレルゲンを合んでいたい。

以上の他ホルモンその他に就ても比較研究が重ねられ PJ.2.crntalBloodの長所、短所が見き

わめられる必要がある。

III 落下菌数検査法に関する研究他一件

生活衛生部混境諌 斎 三兄、
1nη
，
 

t
j
 

－） J)J 

業務と関連した調査研究

本課lて於ては業務I＇ζ必要な調査研究並K民間の依頼試験を行って居れそれぞれ実務上司喜多の

参考資料を提供するものであるが、今回は木課で行っている基本！切な調査研究中ド記二題を選ん

で報告したい。

(1) 落下菌数検査法tζ闘する研究

a) 昭和24年度初より継続実施中である。コツホ氏空中落下菌数検査法は空気の簡易細菌学的

検査法として、空気検査のi際毎常行はれるととは周知の通りである。之は細菌学的事項の衛

生学K於て占むる重要性に鑑みる時、員1＇ζ当然の ζ とLも云い得るのであるが、その実施法

乃至成績判定規準i亡対しては向研究の余地があるものと観られるο 苦々は木法の衛生学的意

義をーj賢明瞭iてーする意図の Fvc本法i亡関する培養温度、培養時｜問、 j色（限菌数、露出時間、 j菌

当培地、落下菌の形態的分類及び‘季節i'.:!1；、j変助、他の空中細菌検査法との比較、他の環境僚件

構成諸悶子との槻連等、本法の実施規準iて関する必要限度の研究を行いつ Lある。調査の対

象とした場所は当研究所、官勝、百貨店、公衆浴場、興業場、銀行、会i在、其他各種作業場

等である。

b) 実験方法の概略を記せば＼使用培地は普通寒天、対照としてゼラチン培地及び、 4～4.5J6'

寒天、埼養温度は 37°c,22°c，及 37°～22°c の 3 穐、培地露出i時間は 5分間、環境保件11~1]

定には温j熟度はアスマン通風乾探計、気流はカグ裳暖計、炭酸ガスは薬学会協定法、塵~ミは

労研式塵挨計lてよった。

c) きたに今迄l℃得られた実験的結論を記する。

( i ) 同一個所K於ける落下菌数の多少は略段、共処K出入する人の数と相まって増減する
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（裕一図参照＼ HPち溶 iマ！誌の多数なととは、人的汚染の存在を推定せしめるものである。

一般に平常状態に於け‘る同一個所の%Hn有数には起しい差異が起らない。異常；lk態 Ci昆雑、

疾風等） ¥'C }Jさては菌数は ・＇ll！惑1＇ζ変耐ずるが急：j去に原；i犬；て復帰する。

( ii ) 落下菌数と庫挟数、風速、決

i可愛ガス量、湿j熟度等とは般密1tm二

行関係が友い。場所が異れは咋寺K

然りであるο

(iii) 落下菌栂類の季節ll1'J変動は甚

だ顕著で、ある。落下菌数の季節ll1'J

変劫は（多〉：（春秋〕：夏は略 1:1. 

5:2位と考えて、よい様である。

月日IHて観察すると 2月は葡萄；！大

球菌形、 5月は有芽）！包菌形、 6月

は糸；！犬菌形、 7月は再び有芽胞菌

形、 8月は－7投球菌、 9,10, 11月

は－J投球菌中の双球菌が最大多数

を占め、 12月は再び葡萄j伏球菌形

が世骨して来る。

(iv) 菌培養法は昔通寒天 37°c, 

48時間培養を最泊とする。 22°c培

養は不泊当であるO

( v) 落下菌数の怨限度 上述の如

く落下菌数の多いととは人的汚染の存在を示すものとすれば怨限菌数が考えられなければ

ならない。叉泡沫感染の実在は当然空中’i翠中の病原菌に想到せしめるO 空中菌の多数たる

13 

対コ 一 国

入浴者数と落下菌数
（都内某浴場男号脱衣場）
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ことは何れにせよ明らかに好ましくないととである。

落下菌数は上述の如く出入、人員数により異たり叉場所により異なるが、余り混雑しな

い普通事務室等K於ては普通寒天、血温48時間培養／＇（こて 50個以下が多く、叉1時間内1'C40

～50人の入浴者数のある公衆浴場の脱衣場に於ても 100個以下の場合がある。共他多くの

場合を考慮して吾等は現在弐の規準を作って居る。

菌数 i50以下 §Q竺型 75 75～100 lQQ_旦主：
宅医 i清浄 要在京数 主主限菌数 高度菌数 禁山支菌数

向菌数Kは約20%の誤差があるととを考えて置く必要がある。

(2) 公衆浴場衛生の研究

iち鞍以来浴場の混雑と不潔とは者IS民生活K不快と不安とを輿えている事はも il長うととの出来た

い事実である口判：vc:浴場l℃於てのi1＊菌感染が屡々云々されることは職務上我等の看過し難い所で
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あり、木研究を企図した所J;J、である。本研究は以下に記する如く a),b）二部より在る。

a) 公衆浴場実態調査

当研究所水質課及び東京医前大衛生学教室との協同研究である。被検5浴場の環境保件は大

同小兵で施設採光等は概ね良好であったが、只1)tl坊の傾剰が小いさ過ぎたり、排水溝が獄、且つ

不潔、浴室目立衣場陀隙間風がある位の欠点はあった。

冬期浴室内は開場後間も7主く探度殆ど、 100%!1ζ遣するが、とん怠環境に於ても落下菌数は入

浴者多数な時は数百の多数（tζ も達するととが注意せられた。叉浴水中の細菌として衛生上注意

すべきものは連鎖扶及葡萄妖球菌等の化Jj;J~~菌や大腸菌等であるが、イrfl農菌K よる家兎、海棋の

実験的皮膚イヒ！眠症はも脱毛乱切せる皮膚上（tζ於ても遂に惹起し得なかった。我等の日常の体験

(tとても入浴後体の何処かどイヒm去した事は殆ど絶無であれ浴水中K之等の菌がある事は実際上

衛生的t'LI問題にな、らえEいと考えてよいであろう。小汚染度の標示としては濁良：が比較的用い得

るようで、ある。

b) 水の淋菌汚染K関する研究

淋菌の培養検出は比較的困難であるリ我々はとの困難を可＼及的減少せしむる魚も培養は細谷

式嫌気瓶乃至除漁器を用い、培養瓶内空気が約8%の C02 を合むよう i亡した。 co~ は満水せる

捕気瓶の水の放出と共Kキップの装置から培養瓶底部に導入せられる。との C02供給法は従来

提示せられた 2,3の方法K比し推奨し得ると思う。

水中 （tζ於ける淋菌生存i時間は水の漁度、 PH，合有物等が異れば遣う外、人口培養た重ねるに

従って延長して来るのでも培養広岡！｜れしめた菌件、を供試した。

浴場終業後の浴水のが！く汚染度の高い水では淋菌の生存！時間は数時間にも遣し得るのでその

自然的減少乃至死滅を待つととは許されない。 ~bf· る場合 0.1～0.015g/J. 程度のクロラミン T投

入を以て略迅速た殺菌効果を挙げ得るO 殺菌効果は水の PHが酸性の方が優秀である。

以上Kより浴場の衛生としては浴水、！日ど衣場の消毒と入浴者定数設定、浴室に小腰掛備附並iモ

浴場感染惹起時の法的処置が望まれる。

IV 主要食品中のカノレシクム含有量の再検討 （第1~MD 

生活衛生部栄養諜 酒 f
フ 機

栄養上欠くべからざる無機塩類中最も不足fjjf,ちなものはカルシウムであるO

昭和 24年厚生省発表図民栄養調査成績に依れば、カルシウムの 1!::! :IJWtll~〔量は者！） fl]f℃於ては

0.259g、農村l℃於ては 0.272gで必要最の 3分の Ucも満たない欣況である。

現在使用されている食品栄養償分析表は、同一名の食品（tζ於ても、そのカルシウム合有量に著

しき差異あるものがある。

苦々は80極 180'(9リの植物性食品lて就いて、カルシウム を試験しもその差遣は如何なる理

由に帰国するかに就いて再検討d した。との成績よりi誠に発表されている分析去と比較検討しもと
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2介等栄養i費分NT表の完壁を期jし、叉図民栄養改善の資料;rc{JtLたい念願の Fvζ本実験を行ったも

のである。

目下試験続行中であるが、幸い若干の知見を得たので放にその概要を報告する。

試験並忙試料採取方法

主として容量法を採用し、カルシウム合有量極めて少き試料に就いては草萱法た併用L，その

平均胞をとった。

試料は東京、千葉、埼玉、群馬等近鯨lて於けーる自家生産品、東京都内市販品、配給品及び淀橋

青果市場入荷品を使用した。

試験成横及び、考察

個々の試験成績はとれを省略し、 7類に分類、表示した。実験例少なき類はとれを除外した。

穀類iて就いては主に東京都内で利用せられるととの多い 5種20例を試験した。カルシウム合有

量は生産地の地質、肥料の種類、量等lて依り務分差異を生十る様iて思れるが顕著でない。

藷類中甘藷iて於ては、その品種間のカルシウム含有量の差異は顕著でない。｜均部中、太白は22

農林 1 号は23，農林 6 号‘は20，許1~ ＂ヱわ 22mg% を合有した。皮音［＼ 11ζ は肉音［）の約 101~量のカルシ

ウムを含有する。貯蔵i℃依る差異は少ない。藷類中肉部のカルシウム合有量は甘藷、里芋、八つ

頭等は表中平均値l℃略々等しく、馬鈴薯の肉部中の含有量は略2分の 1であるO 里芋、八つ顕等

の茎は肉音I）の 2倍以上の 48mg%のカルシウムを含有する。

豆類に於ては地質、肥料等K依り梢々差遣を生やる様11ζ思はれる。千葉！［原産黄色大立は 185m

g%、群馬！際産黄色大豆は 212mg%のカルシウムを含有した。亦大豆は色に依り梢々差遣を生

じ、黒、黄、総色の順序である。

葉菜類lて於ては緑色簡は白色種i℃比しその合有量は多い。白菜は 43mg%を合有しも小松菜は

146mg%を含有する。

同一名の食品iて於ても部位に依り差遣を生じ、総色部は白色部よりその含有量は多い。例えは、

大根葉vζ於ても、総色音f)Vζ於ては 168n1g%，、葉茎部Kは 98mg%を含有する。同一名の葉茶k

j於ては出盛り期lて最も多い。季節的には夏季最も多くもそのJ他の季節iては梢々減少する様に思は

れる。東京都内自家生産、同株、略同じ大きさの葉を採りて試験せるl亡、 8月76mg%、9月72

mg%、10月 55mg%、11月38mg%のカルシウム合有量を示した。根菜類は線部は葉茎部に比

し極めて少い。

果茶類は一般lモその合有量少く、皮部はよ~肉部よりも多い。

海藻類のカルシウム合有量は植物性食品中最も多い。アラメは 857m宮%のカルシウムを含有

する。

果実類は一般lてカルシウム含有量は少し肉部より皮部K柏、々 多い。

主要食品中のカルシウム合有量（植物性食品）
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1 I 穀類

2 Iいも類

3 I 豆類

5 i 野其の菜他額の

相きつ類

6 I かくとまむと

其果の他の
7 I 実類

5 

(15; 

5 

( 4) 

10 

(10) 

4 

( 2) 

13 

( 5) 

耳E三子三、 τ出ニ＝］‘ 

20 i最 低

q三 j勾

最高

17 I i設低

千 j勾

f夜＇°＇ τ間r］ 

22 ！最低

平均

最高

最 低

平均

最高

22 l最 低

：~rs: J勾

最 品

5 最低

平均

最高

24 I 最低

平均

括弧内の数字は暫定標準食品栄養償分析表に依る。

v 井水の調査について他三件

:JJI( 分 ノ良岳、 日『1日 名

~~~~~） : 

玄米G挺麦〉

精米くそば粉〉

28(29) 

27(13) 67.15 (79.5) 甘詰：く馬鈴薯〕

10(5) 80.13 (76.0) 馬鈴薯く里芋〉

19(10) 72.72 (73.2) 

205 (192) 大豆（大豆〉

51 (9) 86.15 (86.0) 豆腐（豆腐〉

100(95) 

170(56) 90.55 (81.2) 人墓の葉く会I~南瓜〉

16(6) 93.08 (90.7) ピーマCi?il瓜〕
85 (20) 89.87 (90.5) 

69(12) 95.40 (94.7) 蕗く大根〉

7(1) 89.82 (92.6) 官7〔守的コ
33(7) 89.28 (9i.O) 

48(29) 92.07 (87.1) みかんくJメかん〉

12(4) 95.07 (96.1) とまとくとまと〉

38(17) 92.62 (91.6) 

81 (16) 83.63 (86.7) L、ちぢくく梨〕

4 (1) 90.32 (93.5) はたん杏く1兆〕
18(7) 88.07 (89.6) 

生活衛生部水質謀本H 沢 金 吾

1. 井水の調査について

立川市の井水について長期He亘．って調査中である。即ち第1回は昭和21年9月より23年3月fζ

亘り行い第2問は24年2月より同 4月v乙亘って行った。此の調査では検査総数680件で、内飲料

に泊するもの 564件、 j国滋j叉は沈澱があって、櫨過煮沸等の処理を施せば飲料；1ζ差支えたいもの

116件であった。

超えて24年5月市の一部に臭気井続出の報lて接したので同年8月に亘って主として高松町地域

の井戸を調査した。検査総数 188件中高松地域井戸は 152件で＼内臭気を感じたものは96件であ

った。

との臭気の原因lてついてはガソリン臭と称する人 ltlあるが、 21年 12月より実施した検査総数

894件の調査結果を総括すると鉄分に原因するよう！Iζ思われるととろもある。臭気の本態につい

てはた者研究中である。（東京都立衛生研究所事業月報第5号報告〉

2. キテイ風台風による水害地井戸調査について

昭和24年9月1Elのキテイ騎l!!Rrcよって被害をうけた都内江戸川区の浸水区域について各課の
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協力の下（＇ζ千7.k後9月16-30日i亡買って］ー足場に出張して井7.kの珂！｛｜二学1111'1.制i桁J!"iYJ調査を行った

調査総数662件で、内洪水時冠水した井戸は34f午、総数の 5.2｝；：；＇であった口？え飲料（＇ LJ[)iffするも

のは.159 f![: c総数の 24.1%飲料i℃不jfiiffのものは 503件（75.97｛）で、あった。 Jltの地区は一般i亡地

質が良好でないため良質の井戸が少く、飲用民泊する井戸は小岩、松木、鹿骨、篠！IIな、 1uf~ 堀等の

地区比一散在している。（東京都衛生局学会誌第5号〉

3. 公衆浴場の調査について

環境課と協力して行っているもので、水質課は浴水の汚染度を衛生学的な立場から筒取に「lrTも

的確に検査する方式を考案するため、理化学的、細菌学的調査在行っている。

現在までの成績を総合すると概要弐の通りである。

(1) 浴水温度は浴場によって多少異るが浴客がをf也市肢は 42～46°Cにあり、多くの浴客の好

む温度は 44°C士1のようであるO

(2) 浴水の汚染度をみるための理化学的、細菌学的試験28項目l亡ついて行った結果を総合する

と、透覗度と他の成分との聞に相関·！~！：が認められる。即ち透閥度をX とし他を Y として最小

自乗法によってきた式を三！とめ、とれを検討して何れも αニO.olで有意であるととを確めた。

塩素イオンと透脱皮 yコ4.7x-5.4

~it1マンガン酸カリウム消費量と透~m支

ヨード泊費量と透硯度

yニ6.4x-30.l

y = 0.53x -1.32 

アンモニア性窒素と透制度 y=0.6x-l.5 

蒸発残澄と透視度 y=5.4x十5.9

方、~電気停導）支の·／HIJ定は一例i℃過ぎないが、入浴者数（x）とよく比例して y二0.23x+ 197が

成立するととを確めた。

以上の結果から透脱皮と他の成分との相関tt：並！＇乙実用の方式についてな沿一層検討しようとし

ている口（本調査については東京I芸判的科大学衛生学教室の協力を得た）（東京都衛生局学会誌第

4号〉

4. アンモニアの新検査法について

現在水中の微量アンモニア検出lてはネスラー試薬が唯一の試薬であるかの観があるが、ネスラ

ー試薬は水銀剤であるため表白質合有の検休1＇こは考慮を要するよう 1＇ζ7与えられる。依って新井当

所長aの示fl};:I＇こ基いて Berthelot j去を検討した。本法は1859if(1ζ発一去されたが、その記録た入子

出来なかったので1916年 G.E. Foxwell (Chem. Abst. Vol. 10,1916）ιよって紹介されたも

のをその限法と認めた。本法はついで 1937年 R.Crismer (Chem. Abst. Vol. 31,1937) 1＇ζよ

ってその一部が改良された。

依って著者等は以上の資料1＇ζ基いて種々検討を加えた結果弐のよう K行うのが4妥当であるとの

結論K遣した。

試験法

検液5c・2 を小試験管にとし別！＇乙同型試験管数個 （rζアンモユ 7＇［~！：窒素標準液を i白畳やっとりも
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蒸澗？f'てを加えて各 s~c とした後検波及び、標準液の各管i亡アルカリ性石安円安ソーダ溶液 lee 及びク

ロラミンT溶液 lee やつを －1m える。オく I＇ζ 各管を熱渇仁1~11·c 5分II引受漬して呈色させた後、水で乞I：冷

する。冷後蒸淵水を）Jflえて杢査を lOccとした後よく混和して比色定量する。

アノレカリ性石茨酸ソーダ溶液

純石茨酸40g＼＇ζ水酸化ナトリウム溶液（40%)50ccを加えて溶かし、蒸淵水を加えて lOOccと

するO

クロラミンT溶液

なお本法の臆用については目下研究中である。

10% 

VI 市販人工あづさ色混合色素の分離について

（ぺ｛ノミ｛クロマトグラフ法による 2.3例）

食品獣医部食品課松 井 多

最近都下に市販されている 2‘3の人工あづき色々素に就いて分析して見た処、以下の如き色素

の混合されているものであるととがわかった。

1）食用赤色 102号食用黄色 4号食用青色2号

2）食用赤色 102号食用黄色4号 パテントプノレ｛

3) ローダミンB 食用黄色1号食用青色2号

従って 3！を除く他の 1）及び 2）の分離確認法は、従来の石毘法及び AOACク｛ノレ色素分離

法にては分離確認は非常K困難なので、之の7適当な分析法についていろいろと検討してみた結果

当課で研究しているペーパ｛クロマトグラフ訟による分離が、最も手軽で、市も正確にゆく事を

知った。

以下当課に於て行ったペーパークロマトグ、ラフの実験操作法を述べながら色素の分離について

簡J1ll'C注べてみる。

本法l亡使用するものとしては

1) 定性大4'1J漉紙の八つ’切りにしたもの約 30cm×30cm

2) 溶媒A：れ（例、腰高ペトリーシャーレ径 10つm) 1ケ

3) 無色透明伯、｜一子銑（高さ 40~m 径 23cm) 1ケ

4) 熱効入れ（例、小型磁性シヤーしノ）

5) クリップ 1ケ

共に操作法としては

試料を櫨紙i亡図(1）の如き位置に O.lm

g～0.05mg位スパ｛テル様のものでなす

りつけて、之を円筒形にまるめて蒸溜水

を入れた溶媒入れの中え入れて、熱湯を

入れた磁性、ンヤーレと共に硝子鏡で蔽

山
ム

p
h
h
hい
い
い

ク
リ
ツ
ア
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ぃ、 j長「変危飽和 i亡 jJJ: ぃ；lkM.~l'c保ちつ 1.. －？穴HHHlk 2～4-［時－rm位行い、分！江！tが？？われたならば漉紙

をJI元り出して風乾 0（はかi熱（60°cf立）で乾1：県）して二ご大限IJHを行う。

一一 ・ ~＼ M引~H を行った／f訟に先きの 3

季蜘命日判ザ戸1官時02主号 ~ ：闘働三臨 組黄時色ノ~山0号2 ~ : 

黄色 l号
例の混合色素は弐の女flきII原序で上

~m1属高官 2 号
昇分離して来る。（図 2)

糊口一タ三ンB
との場合に色素が菩星型iモ上昇

1の場合 2の場合 3の！弱含 するために上の色素の末端と共の

色素の先端とが同じ府iモ入って来るので、完全11ζ：分離を J：くするために之を二次民聞にかける。

之れには櫨紙を~；：突出聞のfl寺とは直角にたるようにまるめる（［望 3 ）。後は前；＼［，－－－；：！穴展開の時と

同様な披作を繰返えせばよい。

3例の混合色素の場合 2？？＇く展開を行うとと I＇ζ

よって完全＼＇｛こ混合色素は分離されて（図 4-)の如

き形となる。

と L＼＇｛こ分］~ft精製された色素を切り取って？.＋~押

水泊量を加えて抽出して、之れについて羊毛染
II？，務伊／

色試験ι より確認する事が出来る。狛水JrJrli－：＼液を更に矩IJfj·~~ 崎市~ 2×30:m ¥'Cl吸着させて各色素

｛固有の毛管像より色素の予試験を行うことが出来る。

以上筒車にペーパ～クロマ

トグラフ法を述べてみたが、

本法を実施するlてあたって漁

j変が水の毛管現象に関係する

事がわかったのであるが、（之

れについては何らかの方法で 1の場合 2の場合

景色？号

1,1111m1，，~アン8
I：；欠

3の場合

、々フ
tノ、、

別に述べる事にする〉漁度は75%以上の場合でないと分離が鮮明（＇ ζ行われ難いからも出来るだけ

イ尚子鏡内は飽和i亡近い欣態I＇ζ保つよろ I＇ζ しなければならない。叉1i~休をあまり多くつけたと

きも像が不鮮明となって分離がよく行われなかった。以上の点I＇ζ注意すれば、大休完全に分離を行

う事がtl~3lミるので＼混合あづき色々素の分間Hζ木法を泊用して扱きたい。

1伶ロ一ダミンを｜徐く塩基性色~号は 1:J:i·1~空

を PHご 2(0.01 nI王cl酸作f:) ('Cすると蛇iめて民l羽され，るので、との性質主利用して弐展開を0.01

nHcI kて展開にして O.OlnNH10HKて 2~た民間を行うと塩基性色素の分離確認、も出来る。乙

の方法による実際例として当課l℃於て沢庵涜に使用しているオーラミン、黄色 1号及び 4号の分

離確認を行ったととがある。

猫ペーパークロマトグラフ法による色素分析l℃ついての研究V-J:. 法定ク ~Jレ色素分離法及び、食

用許可色素試験法を作る目的で以前から研究して居たものであってE 之の総括的危研究結果は他

の機会に発表したいと思っているO
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VII 製品検査について

食品開陸部拠品課長 尾 元号"f~

食品衛生法による製品検査を当所が引受けてより約1'11汁そになるが此間ι挙げた実績は低迷の

通りである。

吾闘として法的に食品の製品検査を行ったのは始めてビあるとと L、行政機関と業者間の連絡

が充分でなかったためか、未だに違反者が続出しているのは甚だ遺憾である。共例を挙げてみれ

ば合格証を：以てtto•んしてあるにも拘わら宇内容が異っているものも叉は証紙の横流れ、貰却、

或は偽造等があるばかりでなく、最も多いのは食品の添加物として禁止されているものが無証紙

Viこて堂々と販賀されも使用されているととである。即ち赤色にローダミン、総色iてマラカイトグ

リーン、黄色I＇乙オーラミン等が相当多量 i亡使われてーいる。叉合成調味料のサッカリン、ズ、ノレチン

の無証紙のもの（無証紙のものは脱税であるから共開院はノド額VcjJJ::い相場で取引されている〉を

使用しているものが非常に多い。叉膨剤にしても内容を標示してないもの等がある O 一方衛生行

政が地方臓、え移譲されて日向演し j毛不備と相互の迎．絡が不充分なことい各地方憾で行ってい

る製品検査の試験法が未だ一定したものが規定されてないので＼検査の結果が店、やしも一致しな

いととなど、のため取締の聞にも各地方によって緩急：がある現在、業者が取締の殺かな方えと流れ

て行くととも見逃せない事実であるO

要するに之等を防止するには全閣の都道府燃が…致して取締を厳重にすると共i亡、相互の連絡

を密l亡し且つ試験法も早急：に一定のものを規定し、金闘が歩調を合せ共間！＇ ζ起きる’情報を五l＇ζ交

換し業者の育成指導にあたり、違反者の紹t無を；切さなければ、ならないと思うので、関係各位の絶大

なる桂ll支援を願ってやまないきた第である。

VIII 昭和24年度狂犬病検査成績について

食品開医部j朝、医詰］生課品 田 ヰミ f台

(1）筒

昭和123年度東京都内に流行した狂犬病の1合査について（rii余夜材料のj会rltrn犬？兄、検査方法、成績

に対する疫学的考察等各方而から検討した結IJ.lは巴！＇ζ月報第2、第3号・8：以て発表した通りであ

るが、昭和24年度に於てはその流行が続々狛粉、となれ松奈も愈々多忙を組めたがも拾に；i七綜合

成績を纏めたのでその1m·~ を報告して；降来の参考l℃ 11t. したいと忠弘

(2）検 査概要

当課1'ζ逸られた可検材料は剖検奇病理組織学的検査即ち Mann氏染色による踏のアンモン角

より Negri氏小体及 HaematoxylinEosin染色による後脳、幹脳、延髄等K於ける非化膿性

脳炎f裂の検査及び~h物試験の四法を行い、共成績を綜合して狂犬病の変化を認めたものを員症と
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診！却？した。

(3) 検査開数lkぴ成績

日！ft三ω女flく1月－12月の間の狂犬病検査受付頭数は合青1'221顕（東京都219頭千葉及び埼玉！隠各

1耳目）で共畜1種別は犬214~明、猫 6 頭、馬 1 顕P5＇あるが、検査の結果は員症と決定した頭数が 187

fil~iであれ検主主総数の 84.6%に当る。之を昭和23年度の受付頭数 109頭中員症94頭比率 86.2%の

成績と比較すると本年の受付頭数は 2f{f ('C増加したがも真症率は栴低下したとと Lなる。之は都

民が狂犬病の恐ろしさを身K泌みてJ~ じ、極度K剥！経過般となり犬の一寸ーした悪戯や挙動不審位

で直ぐに撲殺して検査を依頼する傾が多くなった魚と思う。

(4) 月別発生朕？兄（員症狂犬病決定顕数）

別表の如く買vf~J：狂犬病は 1 月から 4 月迄は 8～13 顕であったが 5 月 K入ると俄然爆発し23頭と

なり年間最高の発生を見た。；It後引続き10月1＇ζ至る迄16～22頭の多数を示し11月には12頭で梢々

減少したかに見えたが12月には再び、上昇，15fi認を算した。結局年聞の発生欣況を観察するκ初夏か

ら晩秋κ亘って多発が認められるが多期と雌も必中しも其発生数は寡少で、たい事が知られる。

(5) 各地区l℃於ける発生朕況

最高は新宿区の15頭で、北多摩郡の14頭、練馬、世田谷、葛飾区の13照が之lモ吹き司、最低は千代

田、中央.＇品川各区の 1 顕である。共イ1[~の地区では 2 ～11の発生を示し無発生地区は認められな

かった。昭和23年度には主として都の北西地区及び、隅田川以東地区K多発し、無発生地区は中野、

階、文京、足立の 4区があったが本年度はか Lる特異性は認め難く全部に病毒が拡散したかの感

が深く、特K本年の新らしい傾向として同一町内K頻発が注目された。

(6) 畜籍別狂犬病発生率

猫や馬1の狂犬病は別として犬につき畜犬、無届畜犬も野犬に区別し、各々の狂犬病発生率を見

るに畜犬40頭（21.7%）無届畜犬86顕（46.8%）野犬58頭（31.5%）であるO 此の畜犬も共の大部分は

予防注射未済のもので無届：畜犬、野犬に於ては全然予防注射は受けて居らないものと考え合せる

と狂犬病予防注射の絶対に必要なととも議論の余地なし叉無届畜犬や野犬ζ そは狂犬病の温床

であるととが窺知される。従って狂犬病の防過には野犬の徹底的掃輩、無届犬の整測を第ーに行

い然る後予防注射の励行が痛感されるのであるO

(7）検査成績

狂犬病の検査に当り剖検変*1(!1C就ては胃内の異物が特異と云う位で、工事ろ実質臓器には之と云

う変献の無いのが狂犬病の特徴ともなるので参考とする程度l吃止め、 Negri氏小体の検出や動物

試験K重点在置いて居る事は勿論であるO 而して Negri氏小休も狂犬病独特の変；i犬ではあるが、

幼弱犬や発病の初期には極めて小さいか或は未発生の事．もあるので鏡検κ見落しが無いとは断言

出来す－；； Negri氏小体陰性即非狂犬病と断定するは早計でも必や之と並行して非化膿性脳炎像の

検査と動物試験さ：行わなければならない。本年の検査成績を綜合すると Negri氏小休陽性147

顕（81.7%) Negri 氏小体陰性非化ll~急性脳炎像及び動物試験陽性23頭 12.8% Negri氏小休及び、

非H:I能性脳炎像陰性、動物試験陽性9顕（5%）検査不能（脳鴎敗も撲殺l℃よる脳挫減等） 7顕で、
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ある。

(8）結
こ主b、
~fll] 

以上各項の要点を摘録すると弐の；＠りである。

（イ） 木年度の受付頭数は昨年より侶！1r1 したのに検査の結q~は員症奈が 84.6%-elf'J:;,1三度の 86.2%

11こ比し梢低下した。

（ロ） 昨年度と同じく都内の狂犬病は初夏から晩秋I＇ζかけて多発したが。各月jも減少せやHIJち季

節には関係なく過去の発生様式と異る現象を呈して居る。

（ハ） 昨年は都内に無発生地区が同区あったが、木年度は全地尽に発生し特に同一ITlT内に頻発の

傾向が見られた。

（ニ）狂犬病は無届犬（46.8%）に最も多く野犬

(31.5%）之にさ欠ぎ：音犬（21.7%）が少なかっ

た。此畜犬も大部分は予防注射を受けて居な

いがも予防注射を受けても佑疫有効期間外か

叉は末期にあるものであって、イ可れI＇ζしても

予防注射を受けた犬には狂犬病は少なく、予

防注射を受けない無届犬、野犬が北大部分を

占めて居る事・実I＇ζH~ し、注射－の総体1＇ζ必要な

ととと無1,fj犬の砕石1H＂野； jと措蓋の重要性が痛

J惑される。

（ホ）狂犬病の診断には多少の例外はあるとして

も兎1＇ζ角 Nε，gri氏小体の検出は紹i対で、あっ

て本年度の成績は 81.7%で昨年の 86.7%1＇ζ比

しず自イ氏い。

要する都内（＇ζ於ける狂犬J府の発生は昭和23年Kは94W01であったが、昭和241:1~には 185 （除他！限）

顕iて達しも 1J主♂蔓延の兆が認められ憂慮lて堪えない。

検査材料受付 :illC:成 -J;f, ~c ミ

月 受付 lベ！ 言尺 i会査成績 月 受付 ｜メヲ 訳 検査成 i:t'I

日リ 頭数全身頭部 J 陽性 陰性 日リ 頭数 全身 同音13 防担！？ 陰性

1 11 7 4 10 1 8 21 20 1 19 2 

2 10 7 3 10 。9 17 14 3 16 1 

3 16 9 7 13 3 10 23 21 2 22 1 

4 g 9 。 7 2 11 19 19 。 12 7 

5 24 19 円D 23 1 12 24 20 4 15 9 

20 18 i 2 18 2 

27 ワ？？ 。 22 
5 :1三［・ i 221 I mo I 31 I 187 I 34 
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IX 市販ピタミンB1製剤検査成積

化学I合査部医薬日i"J~ (Dj ；ノ［（ 芳雄

ff乍年末より木年初出（tζ：ぼって医架品誠で市販のピグミンB1製斉IJ！てついて一斉検宅を行った。

試料は都~実務課ノ！えび我々自らの手で都内より i段集され、その内訳は第 1 去の通りである。

第一表 向前回（H日和22年12月ビタミンB1斉IJ一斉検査）の結果を参考

｜今回｜前回（ 迄K記当者するとととするo

注射液！ 引き｜ 叫 試験法は Preblu.da,Mecollu.mの比色法により注射液につ

況を 育lj

錠斉I]

粉末青lJ

4庁 5η 

12ゥ 1ゲ

5 I/ 2.、ヴ

68 1i 52ゲ

第二 二 表

いても製剤j同様白土！吸着を行った。

ととでは個々の試料について述べ 控え、総合成績をの

べる口

第三表

15 －主話料

一一一一製 剤

一一一一；主射浪10 

。－
45-

50-

1.5 

1.5¥ I 5 
4.5 

~~史 70 80 90 100 110 120 130 140 150 290 
1 1.5 

検査の結果試料を注射液、製剤、及び全試料の3
'7 10. 

85-89.91 Si 12. つに区分してその測定合有量の表記合有量vζ対す

95-99.9 2~1 11 

る100分比をtJ、て分類すると第2表の様11ζ怠る。

100-104.9 11l 3 8 12.0 又ζの成績をグラフに図示すると第 3表の伎な結
6.5i 4 7 10.0 

120-129.9 - 1 1 1.5 果が得られた。（但し横軸は測定合有量の表記合有

130-139.9 - 1 1 1.5 量tζ対する%、縦軸は試料の例数を示す。〉
140-149.9 

i叫J
1 1.5 

150- 160 2 3 叉攻に第5改正El本薬局方純ピグミンB1の純度

290－計 3001 1 1.5 規格を90%と見倣して（正しくは 89.3%）測定合
1 68 lOOi 

有量が表記含有量の90%以上か未満かにより試料品

を適否の 2種iて区分すると第4表の様になる。

以上の表K現われた化学試験の結果のみを夫々j；目対綜する前回の成績と比較するとも市販のピ

第 ULJ 表

メ玉、
一7 国 同1J [HJ 
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Bt古i 8［電｜ 21穂｜ nw! 9［奇i

62% 

3；：種：！下i 

100% 78% 22% 100% 

8~電 52E!TI 

63.2括l 100% 84.6% 15.1% 100%1 

グミン Bt製剤の品質は此の間約2年の中に向上せ守、むしろ品質低下を示しているととがわか e

る。即ち前回の不良容 15.4%1て対し今回は 36.8%の高率を示しているととは注目しなければ、在

ら危い。

x 化粧品中に含有する鉛の問題に ／） いて

化学i舟、査泊s1i101c礎化粧品諜 田 村A 従：夫

明治から大正、昭和の初年まで鉛白を含有する白粉による茂多の中毒事件は世会的問題として

、注目されたのであるがも共後法規によって鉛自の使用が禁止され、 j由当たJid市上ζ よってJI万る有害

紅白粉類は姿を治したけれども、共後太平洋戦年：の終了後は叉鉛化合物な合有する化粧品類が多

数発見されるに至ったのは員に遺憾であった。当課11Cfl~ては本所誕生以来引続き此の間j芭在解決

し、不良化粧品を一掃するため、厚生省共他の行政当j司i＇ζ意見を具i=¥-IL、ミくは関東化粧品工業協

同組合、化粧品技術者会等の民間！1Hj休及び ru11:1h~ メーカ一等κ対十て＇1~i：去、桁導た行三jfどの』むあ

るが、各関係方面の協力、労力により今日ではお｝売合有する不良fUi~品は殆んど影をひそめるに

至ったのは度ぼしいとと L云はねばならぬ。そとで鉛問題解決のための過去を回顧するとと Lす

る。

1) 試験法の立案作成

従来化粧品の公定試験法は絶無であれ叉取締法規にも具休1'.f/;Jな規格基準等の定め紅く、指導

取締機関、イ［~粧品メーカ－ Jt.1fl1：民間試験室等11cff:.＼て一定の試験法の必要が要望せられる；i犬況にあ

ったので、予て当課i'C於て立案作成した： iff＿：＇~~！：日中の鉛の試験法j を 7 月 6 日開催の日本薬剤師

協会主催の全国衛生技術者会議iて佐々木部長より捉出説明を行い、 u本薬剤師協会協定法として

採用決定された。

叉との試験法を行政当局lて於て採用せられる様意見具Elヨの結果、 10月厚生省より各地方臆、lて以

後との試験法によって検査すべき様通牒が発せられた。

2) 化粧品製造業者iて対する指導

従来製造業者に対して衛生上安全なfr粧品在製迅：する係指導して来たが、！同：i亡原料試験を行う

よう種々の機会を捕えて話して来た、 1例として 3月24日共立女子楽専に於て、厚生省後援の下

に講演会及び試験方法の実地指導を行った。叉優良品を奨励する意味で、本所の封械証明の利用を

すすめた結果、 8月第1回受付以来今日までkl'l込が続いている。今後との業｝写の発展た期待して

ν、る。
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3) 百貨店衛生試験室に対する指導

従来各百貨店の衛生試験室は化粧品、食品の試験に大いiて活助して来たのであるが、合鉛化粧

品の出現以来仕入化粧品K対して厳重紅試験を行い、不良化粧品撲滅のための協力方を依頼した

所、各試験室は ζ の主旨の下l1CY間援に動き、化粧品の品質向上vζ興って力あったととは大いに多

とせねば、危らぬ。

4) 化粧品原料製造業者iて対する指導

化粧品中の鉛は大凡原料の顔料lて起因するととが明白Kなったので、とれらのメーカーに対し

て、化粧品原料は特に衛生上完全なものを製造販寅するよう通産省共他の協力を得て指導Lた。

5) 一般大衆i亡対する瞥蒙

新聞、雑誌等に不良化粧品の害、化粧品の鑑別法等の記事を掲載して一般大衆の有害化粧品lて

対する認識を訪日めるよう知力した。

XI 最近の脱脂綿の品質について

化学l政査~1;mt1生H=.lr'iぷ~！ T0c 111 11安治

業者は戦前（＇ζは北支綿を多量tl1(J記入！／てとれた処王m.して製造したもので、あるが、終戦直後からは

米綿の配給を受けた。然も製造行程の相違やも機械設備や、村中｜品質の相違等の影響で、種々たる

点から見て従来のmt脂綿の様？ょ良品は出来なかった。最近では印綿の＇ l恥入が増加したけれど最初j

の頃は綿塊或は精練漂白の点でも局方物として不j曲品が多くも特K綿塊が多く従来の北支綿花比

して不良であった。従ってとれらの原料の性質陀より製造技術l＇ζ も改良在加えるべき点が多く示

唆されている。当課vζ於いて最近調査したるものは弐の通りである。

。昭和24年8月薬務部の送付の（製造業者、販買業者よりJ段去の）もの38陣

fJ)tlJ旨綿38陣中34障は薬局方泊合品で 4積が不通品であるが、市rii ：！：＞~.i，土全部について少量～極少量

を認めるO 叉j由合品中i亡て製造上；見vζ注意を裂するものが5;Rlliある。とれは展仲不定分の部分で、

ある。とれを多量：含む時は製品として良好で紅い。

沈降試験も大体良好で、10-30秒間程度で沈降［ノIJj目指梢々不充分と思はれるもの z;f；重であるO

不適品 4；陪は外観が不良で、淡黄色－黄色の部分があれ向化学的試験で、は塩素の反臆を著i明K

認むるもので製造行程の不充分の結果である。向重量の不足のものは 3穐でとれは小分包装の場

合の不注意で、ある。

2) 弐lて市販（露店、雑貨店）より購入の脱脂綿7種

試験結果は金製品とも＼＇ ζ綿地主主多量l亡合むので優良1誌と祢すべきものではたいが外観、沈降試

験、化学試験等では局方泊合品と認められる。唯注意するととは包装及記載の点で杢品ともに製

造所名の表示が友く、叉重量を記載lJたもの 1種、叉重量の記載があるもとれを泊したもの 1種、

共他は重量の記載が全くたい。重量最大は 32.5g最少 22.5g平均 26.lgで、50g入り包装とすれば

いづれも重量不足が者るしいのである。
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3) 都立病院及び、産｜誌等より提出のもの26種

との中iモ合まれる試料は戦時中の残品もあれば、最近の製品もある。従って成績も種々で、ある。

26憧の内訳は薬局方適合品が16種であるがその内15種更に製造上注意を嬰し、製品の改良の余地

あるものもある。即ち綿塊を混有L展仲不充分のもの 5種、綿塊及び極少量の異物た混有するも

の2種、綿:tJ!l及び極少量の異物を混有し！批脂柏々不充分のもの 2種、綿塊及び極少量の異物を混

有し且展仲不充分のもの 4種、綿塊を混有、し！防脂梢々不充分のもの 1種、綿塊を混有Lim：脂柏、々

不充分に して向展仲不充分のもの 1種である。叉不通品10種の内訳は弐の通りで＼黄色を帯び綿

塊を混有するもの 1種、黄色を帯び向！！矧旨不充分のもの 1種、黄色を帯び綿塊及び異物をj昆手lfL, 

向、l股脂不充分のもの 3種、黄色を帯び綿塊を混有し向股脂不充分のもの 1種、黄色を帯び綿塊在

j昆有し向、展：仲fl）占脂共I＇ζ不充分のもの 1種、綿塊を混有し向展仲脱脂共に不充分のもの 3種、向重

量の不足は12fi主である。とれ等の点は製造業者や販買業者が共に関心を持フ必要がある。

総括

l抵脂綿＼'lごついては第1回より第3回の試験を通じて製品中に綿塊を混有するものが多数見受け

られた。とれは現在印綿や米綿の原料の混合の関係に因り繊維の性質上二ft，文京自と向様た仕上け守行

程では多少綿塊の生十るは止むを得－ないがも之を多量l亡混有するのは使用上好ましく紅い。多0乙

外観黄色を帯びるものは第1回試験vζ於いては38種中 4種（10.5%）ありも第2回試験で、は認め

守、第3回試験では26種中 7種（26.9%）あるO とれは化学試験に於いても塩素佼臆著明のもので

あるか、叉沈降試験に於いて長時聞を要するもので脱脂の不充分で、ある事を示して居る。 j血合品

は第 1 回試験では38種中34種（89.5%）あれ内綿塊多量叉展仲不充分等で、製造上注意を：1~ずるも

の 5種（13.5%）である。第 2 回試験では 7 極中 7f:[(l を泊合と認めるももいづれも前と同様にJ(t~浩

上注意を要するものである。第3回試験では脱脂綿2frl盈中16憧（61.5%〕が泊合し、内注意を要す

るもの15種（57.6%）であるO 即ち泊合品として推奨すべきものは第1回試験の製品に多く第3回

試験のもの、第2回試験のものの順序である。第2回試験品は正規の販寅l完！と認められ紅いもの

で質も油合品としては梢々劣るものであるは、かりでたく、更に重量不足の極めて著るしい点は注

意すべきである。第3問試験品lては局方不適品が相当認められたから今後製品の購入の場合Kは

一臆注意する必要があるO

XII 海人草の品質試験

製薬 部資源課 21~ Ill 
-:r=f 

日 ム

ill 夫

従来園康生薬と考えられた海人草（Digen.ea）は終戦以来その主産地台湾、沖縄市場を喪失し

た結巣、今や鹿児島！際近海に於て年間僅かに 4万斤内外を生産するに過ぎたい実情で＼市販の海

人草は一般に著しく品質を低下しているととは遺憾である。

今回以上の実情lて鑑みも鹿児島、沖縄各地産及び最近輸入された束沙品産と称すーる海人草を入

手しも品質試験を行った結果その成績は弐の通りであるO
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なおi昭和151::［三10月及び唱和16年5月の 2回1＇ζ渉り東沙島海域で抹集した海人草lてっきとれlモ爽

雑する異穐海藻在調査した結果

アナアオサ、アミアオサ‘ウプゲグサ、オゴノリ、クロアミモヨウ、サボテングサ、シマテン

グサ、ジヤパラ .,JI｝、 トゲイギス、ベピリソグ、ヒメヤハズ、ユミガタ等

十数荷主算しも同海域に於ける海藻類分布の一端をI引かにした。

これを要するに現在市販の海人草は生産地に於て選別jしないか、叉は選日lj不充分の結洪海砂、

岩石及び具屈海藻類を多景：！＇乙爽雑する外、甚だしいのはエキス分を抽出した海人草の残法 kf!J販

するからもとれがよliU法上品質の上に充分なる注意を要すると共！'C1:1木薬局一方の改正に当り、規路

設定上考慮を；要する。

2) 寅1:ri突の成分並に利用の研究

黄桜iは我閣の各地lて野生するキハダ PhellodendronAmu.rense Ruprの樹皮を剥離し柏騒

を除いたもので主成分ベノレペリンを合有し、古来健胃整腸繋として賞用される。然るにその果実

は未だ利用されるととを聞かない。偶々寅柏突が特異の香味あるに着目し、とれが成分並に利用

回を開拓せんとし木研究K着手した。

寅柏実の一般成分は弐の泊りである。

乾燥減失量 12.0% 

粗脂肪（エーテルエキス） 11.5% 

アルコールエキス 43.9% 

精 1
 

1
 
f
 

、fdy
’ι 1.95% 

tr~果実中果皮64%、種子36，%の割合で陪i1[1は専ら県皮中に合有する o. ＇.その他アルカロイド、
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サポニン、グンニン、 1/!f~＃分等を合有せ宇冶やや多量の糖分を合有する。

本品中脂肪111~並 i叶有tHi成分については目 F研究中で、その手1JHJ11ζついてーは今後の研究l亡月j侍さ

れる。

3. 杏仁id吋平Heよる苔仁水の製活試験（要旨）

最近都｜スjの－~1走者より杏仁油搾取残盗の利用面につき依頼試験1q底じ寄仁7.k製造試験を行いきた

の成績を得たので報告する。

供試品は在仁の温圧粕及ぴ冷圧粕の 2：陪でその脂肪油及び、J総シアン水素の合量は弐の通りであ

る。

供試品 4m
－
 

ゴ
A
t

安員

A 

B 

湖 j王手I~

冷圧＊＇＇：＇

総シアン水素

0.222% 

0.318形

以上の定量成績によれば供試品は向相当責の脂肪(1[1 を含有 1_,;j:＇？~ld1技術が充分でないととに注意

を要する口

(1) 総シアンヌ［く；の定量

相試品 100瓦l1C',f; 7.k 300cコ告：かきまぜて12時間放置した後水蒸気蒸河し滑液が硝、酸銀試液によ

るシアン銀の反臆を認めなくなるに主り止める、との｜際初溜液 500cc迄は lOOcc毎に以下 200cc

毎に区分した。

「定量法-1H前夜25:::c('[: 7.k lOOccを加え稀釈し之にヨードカリ溶液2cc及びアンモニア水 leeを

加え絶えすτかきまぜながら N/10硝酸銀液にて滴定した結果その成績は弐の通りである。

(A）温圧粕

l~｝f;l瓦1--l'!fii両信雨露…「否雨中総シ I 

I I 1&¥f!J"!'l了cc I アン水素%

I 100 : 6.65 I 0.144 

100 : 1.90 I 0.041 

100 I 0.75 I 0.016 

100 : 0.40 I o.oog 

100 , 0.20 I 0.004 

200 I o.1s I 0.003 

2JO I 0.05 I 0.001 

200 I 0.00 I 0.000 

匂容 仁水 の製 造

上記杏仁の油粕 21彊をそれぞれ掲砕して中末となし常7］くを加えて限粥欣となし12時間放置した

溜液

(BJ 冷庄粕

100 

100 

100 

100 

100 

200 

200 

200 

200 

0.220 

0.058 

0.019 

0.005 

0.004 

0.003 

0.00.'2 

0.001 

0.000 

後壱酵素ヱムノレジンを作用させてアミグダリンを分解しこれを水蒸気蒸滑に附して溜液中のシア

ン水素合量を検定して約 0.14%に達するに至り蒸間を止め、計？｛液K予三量のアルコーJレを加え更に

水 3分アノレコール 1分のj昆液を加えて正確にシアン水素合量を 0.1%となし製するに何れも局方

所定の杏仁水を得た。
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'3) 杏｛二水中アルコールの含量について

現行日本薬局方の杏仁水は上j主の方法11こよって製造するが、ととに用いるアルコール量は専ら

経日変化lてより析出する夜白石濁を防止するにあるから若しとれがアルコール量を節約し得ればト

経済上卑益するととが多いのに鑑み、各種害lj合にアルコール量を節約し目下経日変化を調査中で

ある。

XIII 日本薬局方不適ク廿ラミンT，乃再製試！長；l他三件

担架部？守護課 Jj£－~ 示来 J＇ぉ±・
ノI'~ 仁I

クロラミンTは貯蔵法如何に よって 1部分乃至全体が水K不溶性の寅色の物質Viこ分解する。 ζ

盛与

の分解は特VL.1長潤したものに於て著しい。分解の程度Kより次の通り分類される。一例を挙げれ

ば当課K於て長期貯蔵の結果さたの成績左得た。

－A

タ
』
内

ο

外

全体が黄色に着色したもの

全体が微黄色に粛色したもの

黄色の頼粒乃至塊を混入するもの

観

0% 

O一一一18.0%

22.2一一ー25.0%

1. 2. 11=就いては再塩素化を；要するものであり、 31'C就いて再結品法による簡易なる再：製法を

検討した。

有力塩素合量 22.95%の検休に就いて行った試験結果は衣の通りである。

検体は黄色の穎粒及び塊りを合むもので最初に内径 1.5粍の簡限を有する舗で飾過し、白色結

！罪！と黄色塊とに分離した。前者をA、後者をBとすると、

B 

22.93 

24.86 

13.57 

ζれにより検体中の黄色塊を機械的に取！除くのみで有

力塩素含量はか紅り上昇するととが判明した。しかしA

中には向微細た黄色の非水溶性分解産物が共存するため

1h 
ltm 
E’一、 休 ｜ 有力櫨素含量ーに%〉

A 十 B

A 

更に再結品治により精製を行った結果さたの通りである。

第 1法 A 200瓦を取り微温湯（501変C)200cck溶解し綿栓櫨過後放冷し析出した結晶を櫨取

し室内で乾燥する。

第2法 A 200瓦を取り微温湯（50J支C)200cck溶解し上澄液を取り放冷し析出した結品を櫨

耳元し室内で乾燥する。

1愈

gpi; 

JI文 J主主
主！＇！. j股得手宇3 乾燥時間 有力塩素〈%〉

1 

2 

本

一

法

法

96瓦

133瓦

48.0% 

66.5% 

112時間

110時間

24.59% 

24.82% i 

向乾燥は－J1ritml.叉は乾燥器中で行弓と結品水の一部を失うので、宅内で、放置した。

J;J、との成績によれば再結前l法Kよっては有力塩素の合量は上昇して居たい。 ζ の原因として微
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とれを分離して本品の性朕lモっき物理的性扶温湯に可溶性の分解産物が合まれるととが判明し、

等を検討中である。

公定処方による製剤の調査研究(2) 

とれは何れ調査研究の上公定処方により製剤化にあたり、向再検討を要するものが齢く 7まい。

改正される筈であるが．｛再々当課に於て補給対照上調査研究の必要lモ迫られ公定処方の製剤化を

研究中で逐次その成果を報告して参考l’乙供する。

第1版図民医薬品集の皮膚薬15号（後記処方A)ICよれ軟膏基礎斉IJは主として車軟膏、木蝋

軟育、セタノール軟膏等を使用するのであるが、当課1'C於ては、親水性のセタノール軟膏を用い

て製するにチアントールがirai伏を呈して分離しやすく叉塗布するK糸の如く撚れる軟膏となるO

チアントーJレを増量するに量の増加に伴い分離が速く在る。然るにチアントーノレの3分の 1量

の木i践を使用するvζ：司令の如く撚る欠点の無い延び、の良い容易に均等fζ拡がる軟膏を安材る事が出

来た。

以上の結果当課に於ては弐の処方BKより製剤！化している。

薬局に於てチアント｛ル合有の処方K

診断用試薬の調製K関する試験報

はチアントールの 3分の 1量の木蝋をも

って予製軟膏を作り用K臨み使用すると

便利である。

(2) 

処 方 A B 

チアソト｛ル 10.0 30.0 

硫 黄 華 10.0 10.0 

買 錯 華 10.0 10.0 

ペタナフト－；！， 10.0 一
木 自鼠 1.0 10.0 

軟膏基礎薬 全量 100.0 50.0 

台

とれが品当課K於ては今回都立保健所等の要望に従い診断用試薬を調製し補給を行うに当り、

質主確保するため原料試薬の規格検査及びその適格試薬を用いて調製したる診断用試薬につき経

日変化を調査しもヨたの成績を得たので弦V<こζれを報告する。

原料試薬の試験1. 

原料試薬は市販品を購入しとれの規格試験は日本薬品規格 1.001-1.404号によった。

診断用試薬調製原料規格試験成績第1表
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サリチル酸液、 (13）エスパヅハ試薬、 (14）ヱ戸Jレリツヒlヂアゾ j試薬第1液、 (15）フエーリング

試薬第 1液、 (16）ウロピリノ←グン試薬、 (17）ゲノレハルト試薬、 (18）チユノレク試薬、 (19）ノンネ

アペルト試薬、（20）ガベット「メチレン青J液、（21）ハイヱム試薬、（22）パンヂー試薬、（23）チー

ル＠ネーJレゼン試薬、（24〕レフレル結核菌染色用試薬。とれらは前期間中lて於て変’I：：：を認めないo

tr_ゐ処方内容の記載の危いものは主として日本準薬局方の処方！1L従った。

以上の成績により経日変化を伴うものは備考欄K記載して対策Kよりとれを防止するととが出

来る。友~本研究については目下引っビき検討中である。
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